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今月の主な内容

八東ふる里の森まつりが7月16日（海の日）に開催されました。
ステージイベントを楽しむ人や森で遊ぶ子どもたちで
会場は大賑わいでした。

ブナの森で夏を満喫！！
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若
桜
鉄
道
は
、平
成
21
年
４
月
か

ら
八
頭
町
、若
桜
町
が
鉄
道
用
地
や

線
路・駅
舎
等
の
鉄
道
施
設
を
保
有

し
、若
桜
鉄
道（
株
）は
運
行
を
行
う

全
国
初
の
公
有
民
営
方
式
の
上
下

分
離
に
よ
る
運
行
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、平
成
28
年
４
月
に
は
、若

桜
鉄
道（
株
）が
保
有
し
て
い
た
車
両

も
両
町
が
保
有
す
る
運
行
支
援
を

行
い
、若
桜
鉄
道
の
経
営
安
定
化
に

向
け
た
支
援
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、今
年
３
月
に
は
著
名
な

工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー・水
戸
岡
鋭
治
氏

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
観
光
列
車「
昭
和
」

が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。「
昭
和
」が

デ
ビ
ュ
ー
し
た
３
月
の
乗
車
人
員
は

前
年
同
月
比
で
７
８
７
人
増
加
す
る

な
ど
、「
昭
和
」効
果
も
徐
々
に
見
え

始
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
営
業
収
益
と
し
て
運
賃

収
入
や
Ｊ
Ｒ
に
貸
し
出
す
車
両
使
用
料
収

入
、若
桜
町・八
頭
町
か
ら
委
託
を
受
け
て

実
施
す
る
枕
木
交
換
な
ど
の
受
託
費
、売
店

売
上
な
ど
を
合
計
す
る
と
、３
億
３
，１
５
１

万
円
余
り
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
収
入
に
対
し
、人
件
費
、業
務
費
、運

輸
費
な
ど
の
支
出
合
計
額
は
、３
億
１
，５
７

０
万
円
余
り
で
、単
年
度
決
算
で
、１
，２
８

０
万
円
余
り
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、旅
客
収
入
が
前
年
に
比
べ
増
加

し
ま
し
た
が
、支
出
の
方
で
は
人
件
費
や
除

雪
費
な
ど
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
要

因
と
な
って
い
ま
す
。

　
黒
字
は
前
年
に
続
く
２
期
連
続
で
、今
後

も
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
て
沿
線
の
魅
力

を
発
信
し
、黒
字
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
 

観
光
列
車「
昭
和
」の
運
行
に
よ
り
乗
客
数
が
増
加 ―

平
成
29
年
度
は
黒
字
決
算

若
桜
鉄
道
の
生
き
残
り
を
か
け
た
挑
戦

若
桜
鉄
道
の
生
き
残
り
を
か
け
た
挑
戦

　
若
桜
鉄
道
の
車
両
を
保
有
す
る
若
桜
町

と
八
頭
町
は
、昭
和
62
年
に
導
入
し
た
３
両

の
車
両
を
１
年
ず
つ
観
光
列
車
と
し
て
リ

ニュー
ア
ル
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、観
光
列
車
の
第
２
弾
と
な
る
車

両
の
名
称
を「
八
頭
号
」に
決
定
し
ま
し
た
。

「
八
頭
号
」は
、今
年
３
月
に
運
行
開
始
し
た

「
昭
和
」に
続
く
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー・水
戸
岡

鋭
治
氏
が
手
掛
け
る
２
両
目
の
観
光
列
車

で
す
。車
両
の
色
は
八
頭
町
の
特
産
品
の
柿

か
ら
熟
し
た
柿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
赤
褐
色

系
を
ベ
ー
ス
に
、Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
２
号
と
し
て

桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
ロ

ゴマ
ー
ク
を
引
き
継
い
だ
デ
ザ
イ
ン
と
な
って

い
ま
す
。

　「
八
頭
号
」は
、観
光
列
車「
昭
和
」と
同

じ
く
既
存
車
両
を
改
修
す
る
も
の
で
、新
塗

色
の
塗
装
は
、車
両
の
定
期
検
査
に
合
わ
せ

て
10
月
か
ら
来
年
２
月
に
か
け
て
行
い
、３

月
に
デ
ビュー
す
る
予
定
で
す
。

　

　
若
桜
鉄
道
は
、全
線
単
線
で
行
き
違
い
施

設
も
な
い
た
め
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ダ

イ
ヤ
を
組
む
こ
と
が
難
し
く
、便
数
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、列
車
増
発
に
よ
る
地
域
住
民

への
利
便
性
の
向
上
と
観
光
列
車
を
活
用
し

た
需
要
創
出
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、平
成
29
年
度
か
ら
八
東
駅
へ
の
行

き
違
い
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、国
へ
工
事
認
可
の
手
続
き
を
行
っ

て
お
り
、８
月
中
に
は
工
事
を
開
始
で
き
る

見
込
み
で
す
。沿
線
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
事
業
期
間
　

　
平
成
29
年
度
〜
平
成
30
年
度

■
事
業
内
容
　

　
平
成
29
年
度
：
測
量
設
計

　
平
成
30
年
度
：
工
事
着
工

■
総
事
業
費
　
３
５
３
百
万
円

　【
負
担
割
合
：
国
１
／
３
、町
２
／
３

　
　（
若
桜
町
50・１
％
、八
頭
町
49・９
％
）】

■
供
用
開
始
　
平
成
31
年
４
月
を
予
定

■
事
業
効
果
　

　
行
き
違
い
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
最
大
５
往
復（
10
本
）の
列
車
増
発
が
可

能
と
な
り
ま
す
。通
勤・通
学
時
や
市
部
への

ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、ダ

イ
ヤ
改
善
に
よ
る
待
ち
時
間
の
短
縮
が
図

ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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70m 新設
旅客通路

２番線　新設

ホーム新設 スロープ　新設

在来ホーム スロープ　新設

１番線至郡家

至若桜

本屋

八東駅構内改良（イメージ図） 21.5m 2.5m

70m 18.5m
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平成30年８月26日（日）
午前７時29分～

訓練日時訓練のながれ

訓練内容

防災訓練を実施します防災訓練を実施します8/26

　八頭町では、９月１日を「八頭町防災の日」と定め、直近の日曜日に防災関係機関、民間協力団
体、集落が防災訓練を行うこととしています。
　これは、災害が起こっても慌てず速やかに自分や人の命を守るために行動し、災害で起こる被害
を最小限に抑えることを目的として実施するものです。
　町民の皆さまの積極的な参加をお願いします。

　八頭町内で震度６弱の地震が発生したとの
想定により、一時避難所への避難訓練を行いま
す。今年度の重要取組訓練として、各集落で
創意工夫して取り組んで下さい。
●集落対策本部の設置訓練
●集落公民館等への自主避難訓練
●災害時避難行動要支援者の安否確認と
避難支援訓練

●要配慮者の安否確認と避難支援訓練
●要配慮者等への相談窓口の設置
●世帯主名簿や住宅地図等作成と整備

八頭町地震発生（震度６弱を想定）
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町…緊急地震速報（ジェイアラート）で、大き
な揺れが来ることをお知らせします。

町…「地震発生」をお知らせる防災行政無
線放送

町…自主避難を呼びかける防災行政無線
放送

町…訓練終了をお知らせする防災無線放送

町民…自主避難を開始してください。
集落役員…自主避難者の受付をしてください。

集落役員…「集落対策本部」の設置と災
害時避難行動要支援者の支援体制
をとってください。

ブロック塀の安全点検をしましょうブロック塀の安全点検をしましょう
　平成３０年６月１８日に発生した大阪府北部を震源とした地震では、ブロック塀が倒壊し２名の尊い命が失
われました。災害時、倒壊したブロック塀は道路をふさぎ、被災者の避難や救助活動の妨げになる恐れもあ
ります。
　ブロック塀は私的財産であり、所有者の責任において管理することが基本となりますので、もし事故が発
生した場合は所有者の責任が問われることになります。
　ブロック塀について次の項目を点検し、ひとつでも不適合があれば危険なので改善しましょう。まず外観で
１～５をチェックし、ひとつでも不具合がある場合や、分からないことがあれば専門家に相談しましょう。
　診断結果はあくまでも目安です。危険性がある場合やご心配な場合は、専門家にご相談したうえで、地
震に備えブロック塀の撤去、転倒防止対策を行いましょう。

＜チェックしてみましょう＞
□ １．塀の高さは地盤から2.2m以下か。
□ 2．塀の厚さは10cm以上か。（塀の高さが2m超2.2m以下の場合は15cm以上）
□ 3．塀の長さが3.4m以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した控え壁があるか。
□ 4．コンクリートの基礎があるか。
□ 5．塀に傾き、ひび割れはないか。
＜専門家に相談しましょう＞
□ 6．塀の中に直径9mm以上の鉄筋が、縦横とも、80cm間隔以下で配筋されてお

り、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされ
ているか。

□ 7．基礎の根入れ深さは30cm以上か。（塀の高さが1.2m超の場合）

8月26日（日） 八頭町男女共同参画センター敷地内

子ども
放水体験
子ども
放水体験

はしご車・起震車乗車体験はしご車・起震車乗車体験

主催：八頭町
協力：八頭消防署・鳥取消防署・郡家警察署

はしご車 ・起震車がやってくる！はしご車 ・起震車がやってくる！
はし
ご車
に

乗っ
てみ
よう
！

起震車に乗って地震の揺れを体験しよう！

当日午前８時～
整理券を

配布します。

はしご車の搭乗体験
先着30組先着30組

９：３０～１１：００
日時 会場

ミニ防火衣試着体験ミニ防火衣試着体験

防火服を着て、 記念写真

出典：
パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会　2013.1より一部改
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平成30年８月26日（日）
午前７時29分～

訓練日時訓練のながれ

訓練内容

防災訓練を実施します防災訓練を実施します8/26

　八頭町では、９月１日を「八頭町防災の日」と定め、直近の日曜日に防災関係機関、民間協力団
体、集落が防災訓練を行うこととしています。
　これは、災害が起こっても慌てず速やかに自分や人の命を守るために行動し、災害で起こる被害
を最小限に抑えることを目的として実施するものです。
　町民の皆さまの積極的な参加をお願いします。

　八頭町内で震度６弱の地震が発生したとの
想定により、一時避難所への避難訓練を行いま
す。今年度の重要取組訓練として、各集落で
創意工夫して取り組んで下さい。
●集落対策本部の設置訓練
●集落公民館等への自主避難訓練
●災害時避難行動要支援者の安否確認と
避難支援訓練
●要配慮者の安否確認と避難支援訓練
●要配慮者等への相談窓口の設置
●世帯主名簿や住宅地図等作成と整備

八頭町地震発生（震度６弱を想定）

12

６７
８

２

４

１

５

11
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９ ３
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６７
８

２

４

１

５

11
10
９ ３

12

６７
８

２

４

１

５

11
10
９ ３

12

６７
８

２

４

１

５

11
10
９ ３

12

６７
８

２

４

１

５

11
10
９ ３

７：２9

７：30

７：31

７：35

8：30

町…緊急地震速報（ジェイアラート）で、大き
な揺れが来ることをお知らせします。

町…「地震発生」をお知らせる防災行政無
線放送

町…自主避難を呼びかける防災行政無線
放送

町…訓練終了をお知らせする防災無線放送

町民…自主避難を開始してください。
集落役員…自主避難者の受付をしてください。

集落役員…「集落対策本部」の設置と災
害時避難行動要支援者の支援体制
をとってください。

ブロック塀の安全点検をしましょうブロック塀の安全点検をしましょう
　平成３０年６月１８日に発生した大阪府北部を震源とした地震では、ブロック塀が倒壊し２名の尊い命が失
われました。災害時、倒壊したブロック塀は道路をふさぎ、被災者の避難や救助活動の妨げになる恐れもあ
ります。
　ブロック塀は私的財産であり、所有者の責任において管理することが基本となりますので、もし事故が発
生した場合は所有者の責任が問われることになります。
　ブロック塀について次の項目を点検し、ひとつでも不適合があれば危険なので改善しましょう。まず外観で
１～５をチェックし、ひとつでも不具合がある場合や、分からないことがあれば専門家に相談しましょう。
　診断結果はあくまでも目安です。危険性がある場合やご心配な場合は、専門家にご相談したうえで、地
震に備えブロック塀の撤去、転倒防止対策を行いましょう。

＜チェックしてみましょう＞
□ １．塀の高さは地盤から2.2m以下か。
□ 2．塀の厚さは10cm以上か。（塀の高さが2m超2.2m以下の場合は15cm以上）
□ 3．塀の長さが3.4m以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した控え壁があるか。
□ 4．コンクリートの基礎があるか。
□ 5．塀に傾き、ひび割れはないか。
＜専門家に相談しましょう＞
□ 6．塀の中に直径9mm以上の鉄筋が、縦横とも、80cm間隔以下で配筋されてお

り、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされ
ているか。

□ 7．基礎の根入れ深さは30cm以上か。（塀の高さが1.2m超の場合）

8月26日（日） 八頭町男女共同参画センター敷地内

子ども
放水体験
子ども
放水体験

はしご車・起震車乗車体験はしご車・起震車乗車体験

主催：八頭町
協力：八頭消防署・鳥取消防署・郡家警察署

はしご車 ・起震車がやってくる！はしご車 ・起震車がやってくる！
はし
ご車
に

乗っ
てみ
よう
！

起震車に乗って地震の揺れを体験しよう！

当日午前８時～
整理券を
配布します。

はしご車の搭乗体験
先着30組先着30組

９：３０～１１：００
日時 会場

ミニ防火衣試着体験ミニ防火衣試着体験

防火服を着て、 記念写真

出典：
パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会　2013.1より一部改
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今
期
の
計
画
の
中
で
皆
さ
ん
に
知
って
い

た
だ
き
、協
力
し
て
い
た
だ
い
た
い
重
点
課

題
を
四
つ
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
全
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
設
置
を

　
計
画
の
筆
頭
項
目
が
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
未
設
置
地
区
を
な
く
す
こ
と
で
す
。

未
設
置
の
５
地
区
に
早
い
段
階
で
つ
く
って

い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ

な
所
と
繋
が
って
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新

し
い
知
識
、
各
地
区
で
必
要
な
も
の
を
連

携
い
う
形
で
生
み
出
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

◇
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の
確
立
を

　
学
校
と
当
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
住
民
、
専
門
職
な
ど
が一緒
に
な
って
福

祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
機
能
を
確
立
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。例
え
ば
、小
学
校
や
中
学
校
、八
頭
高

校
で
福
祉
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
先
生
と

地
域
住
民
と
専
門
職
が一緒
に
考
え
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
に
出
掛
け
、
体
験
し
な

が
ら
学
ば
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
将
来
の

福
祉
人
材
を
育
て
る
と
い
う
も
の
で
す
。

◇
共
生
型
総
合
相
談
体
制
の
構
築
を

　
課
題
を
発
見
し
て
、
行
政
に
繋
ぎ
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制
を
つ
く
る
と
い
う
も

の
で
す
。特
に
民
生
委
員
の
協
力
を
仰
ぎ
、

地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
や
行
政
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

◇
権
利
擁
護
相
談
体
制
の
確
立
を

　
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
増
え
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
方
の
権
利
を
守
る
た
め
の

体
制
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

専
門
の
後
見
人
は
限
ら
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
市
民
と
い
う
立
場
で
後
見
人
を
担
っ

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
市
民
後
見

人
）
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。八
頭
町

に
お
い
て
も
、
権
利
擁
護
の
強
化
を
重
点

課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　
策
定
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
将
来
像
を
次
の
と
お
り
描
い
て
い
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
や
ら
さ
れ
仕
事

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題
を

自
分
た
ち
で
発
見
し
、
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。行
政
や
社
協
の
専
門
職

が
入
って一緒
に
支
え
る
た
め
に
、
地
区
活

動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
に
、
民
生
児

童
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
常
設
型
の
地
区
総
合
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

が
必
要
で
、皆
さ
ん
の
お
力
を
少
し
ず
つ
で

も
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
大
き
く
な
り
、

見
守
り
・
安
否
確
認
活
動
や
介
護
予
防

の
た
め
の
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
カ
フェや
食

事
サ
ー
ビ
ス
、あ
る
い
は
有
償
型
の
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。住
民
が
担
え
る
と
こ

ろ
は
住
民
が
担
い
、住
民
で
は
無
理
だ
と
い

う
と
こ
ろ
を
行
政
や
専
門
職
に
担
っ
て
も

ら
う
よ
う
役
割
分
担
を
す
る
と
効
率
が

良
く
質
の
高
い
福
祉
の
仕
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、
是
非
お
願
い
し
た

い
の
が
、
各
種
の
専
門
機
関
・
団
体
が
連

携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
認

知
症
や
障
が
い
を
抱
え
る
人
、
子
育
て
中

の
親
と
子
ど
も
等
、
課
題
を
抱
え
る
当
事

者
と
そ
の
家
族
が
集
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
主

に
比
較
的
元
気
な
高
齢
者
の
方
が
来
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
本
当
に
課
題
を
抱
え
た

方
々
に
も
出
て
来
て
い
た
だ
き
、
サ
ー
ビ
ス

の
受
け
手
で
は
な
く
、
持
て
る
能
力
を
活

か
し
活
躍
す
る
場
に
な
って
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。認
知
症
の
方
や
障
が
い
を
抱
え
る

方
が
支
え
る
側
に
な
って
、
お
互
い
様
の
関

係
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
地
域
共
生
社
会
の
新
し
い
形
と
し
て

地
域
に
定
着
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
誰
か
が
や
って
く
れ
る
、
私
は
関
係
な
い

な
ど『
他
人
事
』と
し
て
、
何
も
し
な
け
れ

ば
、こ
の
計
画
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

　
計
画
を「
実
現
さ
せ
る
未
来
」と「
実
現

し
な
い
未
来
」
の
ど
ち
ら
が
幸
せ
で
し
ょ
う

か
。「
計
画
を
実
現
さ
せ
る
未
来
」
を
望
む

な
ら
、
皆
さ
ん
が
計
画
に
無
関
心
で
あ
って

は
な
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、
皆
さ
ん
自
身
の

手
で
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り
、み

ん
な
で
計
画
を
実
現
さ
せ
た
達
成
感
と
誇

り
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
き
た
い
の
で
す
。

　
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く

の
住
民
の
参
画
が
必
要
で
す
。ど
う
す
れ

ば
多
く
の
住
民
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、
活
動
を
「
楽
し

む
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。目
標
に
向
か
って

み
ん
な
が
楽
し
く
活
動
す
る
場
に
は
良
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
ま
す
。人
は
良
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
満
ち
る
場
に
集
ま
り
ま
す
。ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が「
夢（
プ
ラ
ン
）の
実
現

を
楽
し
む
場
」に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
６
年
後
、
次
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
を

今
回
の
よ
う
に
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、「
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
に
誇
る
町
に
な
り

ま
し
た
ね
。」と
言
い
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

の
自
己
負
担
を
増
や
そ
う
と
し
て
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
って
、

「
互
助
・
共
助
」と「
公
助
」に
働
き
掛
け
て

こ
れ
ら
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
両
方
に
働
き
か
け
て「
自
助
」が
成
り

立
つ
条
件
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
こ

の
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
な
り
ま
す
。

　
本
計
画
の
基
本
理
念
は
、『
み
ん
な
で
支

え
あ
い
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』で

す
。こ
れ
は
、
策
定
委
員
15
名
の
思
い
を
詰

め
込
ん
で
決
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、
こ
の
基

本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
特
に
大
切
に

す
べ
き
点
と
し
て
、
以
下
の
四
つ
の
原
則
を

設
け
ま
し
た
。

　「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」は
当
た
り
前
の

話
で
す
。し
か
し
、
こ
の
当
た
り
前
の
人
権

が
脅
か
さ
れ
る
人
々
が
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
人
を
い
ち
早
く
支
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
も
含
め
、

み
ん
な
で
、「
参
加
・
参
画
、交
流
の
促
進
」

で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
し
て
、
連
携
・
協
働
で
す
。先
ほ

ど
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
が
連
携
の
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

を
も
っ
と
も
っ
と
進
め
て
、
新
し
い
資
源
や

知
識
、技
術
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
、新
し

い
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が
、「
連

携
・
協
働
の
促
進
」の
意
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。最
後
に
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
で

す
。

　
地
域
共
生
社
会
と
は
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

今
、
国
は
こ
れ
を
各
自
治
体
に
推
進
す
る

よ
う
に
枠
組
み
を
示
し
、対
応
を
求
め
て
い

ま
す
。し
か
し
、国
が
い
う
か
ら
や
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。地
域
に
と
って
必
要
不
可
欠

な
こ
と
だ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て（
当
面
の
工
程
表
）」で

は
、地
域
共
生
社
会
と
は
、制
度
・
分
野
ご

と
の『
縦
割
り
』や「
支
え
手
」「
受
け
手
」と

い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が『
我
が
事
』と
し
て
参
画

し
、人
と
人
、人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を

超
え
て『
丸
ご
と
』つ
な
が
る
こ
と
で
、住
民
一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、地
域
を

と
も
に
創
って
い
く
社
会
と
定
義
し
て
い
ま

す
。こ
の
文
中
で
、『
我
が
事
』『
丸
ご
と
』と

い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
って
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
少
子
高
齢
化
が
進
み
要
介
護
の

方
や
認
知
症
の
方
、独
居
の
方
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
孤
独
死
や
ゴ
ミ
屋
敷
の
問

題
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
を

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
、
う
ち
の

集
落
は
問
題
な
い
、
自
分
に
は
関
係

が
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
と
、こ
の

問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
す
。例
え

今
は
問
題
が
無
く
て
も
、
５
年
後
、

10
年
後
に
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い

は
ず
で
す
。明
日
は
我
が
身
だ
と
皆

さ
ん
考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。だ
っ
た

ら
備
え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。で

は
、
解
決
は
、
私
だ
け
が
解
決
す
る

の
か
、
ま
た
は
、一つ
の
団
体
だ
け
で

解
決
す
る
の
か
で
は
な
く
、
地
域
の

み
ん
な
が
繋
が
って
、
み
ん
な
の
力
で

解
決
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
繋
が
って
み
ん
な
で
『
丸
ご

と
』
こ
の
問
題
を
捉
え
て
、
解
決
に

当
た
って
い
く
こ
と
。『
我
が
事
』
で

あ
り
、
対
応
は『
丸
ご
と
』な
ん
だ
と

い
う
方
向
性
で
地
域
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
地
域
課
題
の
解
決
力
を

強
化
」し
な
さ
い
と
あ
り
、
独
居
高
齢
者
や

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
の
地
域
に
あ
る
問
題

を
地
域
で
見
つ
け
地
域
で
解
決
す
る
力
を

育
み
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て「
地

域
を
基
盤
と
す
る
包
括
的
支
援
の
強
化
」

で
す
。こ
れ
は
、
地
域
で
課
題
を
抱
え
た
方

を
見
つ
け
た
が
、自
分
た
ち
だ
け
で
支
え
て

い
く
に
は
辛
い
場
合
、
例
え
ば
、
精
神
障
が

い
者
の
方
で
、
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
な
場
合
で
す
。住
民
に
対
応
で
き
る
こ

と
は
あ
る
け
れ
ど
、住
民
だ
け
で
頑
張
る
の

は
難
し
い
ケ
ー
ス
で
は
、
地
域
住
民
や
保
健

師
、
社
協
の
方
、
障
が
い
者
分
野
の
専
門
の

方
々
が
集
ま
って
、チ
ー
ム
で
支
え
て
い
く
と

い
う
の
が
包
括
的
な
支
援
で
す
。地
域
と
専

門
家
が
連
携
し
、協
働
し
て
解
決
し
て
い
く

体
制
を
つ
く
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
に
、「
地
域
丸
ご
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
」

で
は
、
包
括
的
支
援
体
制
を
つ
く
ろ
う
と

思
え
ば
、日
頃
か
ら
地
域
で
担
い
手
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
い
ろ
ん
な
人
と

繋
が
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る「
専
門

人
材
の
機
能
強
化
・
最
大
活
用
」
し
な
さ

い
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
四
つ
の
強
化
で
地

域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
に
な
って
い
ま
す
。こ
の
内
容
に
つい
て
、

八
頭
町
と
し
て
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
入

れ
、計
画
の
中
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
１

期「
八
頭
町
地
域
福
祉
計
画
」の
大
き
な
成

果
と
し
て
、
各
地
区
に
立
ち
上
げ
が
進
む

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

集
落
は
大
事
で
あ
り
ま
す
が
、
過
疎
化
と

高
齢
化
で
集
落
機
能
の
維
持
が
難
し
く
な

る
と
こ
ろ
も
現
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、集
落

を
超
え
た
地
区
を
基
盤
と
す
る
福
祉
と
集

落
機
能
を
重
層
化
し
、
相
互
に
補
完
す
る

こ
と
で
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地

域
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
で
生

ま
れ
た
の
が
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」で
し

た
。

　
現
在
、14
地
区
の
う
ち
、９
地
区
ま
で
設

立
が
進
み
、「
ま
ち
づ
く
り
カ
フェ
」や
介
護

予
防
の
た
め
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

基
本
と
し
、
世
代
間
交
流
や
子
ど
も
た
ち

の
学
習
支
援
な
ど
、
地
区
独
自
の
活
動
が

実
施
さ
れ
、も
は
や
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
を
見
て
み

る
と
、
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
て
い
ま
す
。一つ
の
集
落
と
大
学
が
直

接
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
地

区
を
単
位
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

あ
れ
ば
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
医
療

看
護
専
門
学
校
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
た

り
、
福
祉
事
業
所
の
専
門
職
が
教
室
を
開

催
す
る
な
ど
の
連
携
を
広
げ
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
八
頭
町
で
は
、
行
政
の「
地
域

福
祉
計
画
」と
、社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

「
社
協
」
と
い
う
。）の「
地
域
福
祉
活
動
計

画
」の
二
つ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
地
域
福
祉

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
地
域
福
祉
の
推
進
」
と
い
う
同
じ
目
的
を

持
ち
な
が
ら
別
々
に
進
め
ら
れ
て
き
た
二
つ

の
計
画
を
、
今
回
一体
的
に
つ
く
り
上
げ
た

の
が「
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」で
す
。

こ
の
計
画
は
鳥
取
県
内
で
も
先
駆
的
な
も

の
で
、
他
の
市
町
村
が
計
画
を
策
定
す
る

う
え
で
模
範
と
な
る
よ
う
な
も
の
だ
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
福
祉
分
野
の
政
策

を
推
進
す
る
た
め
の
分
野
別
計
画
の
上
位

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
共
生
社
会

地
域
共
生
社
会

さ
あ
始
め
よ
う
！
夢
を
明
日
に
つ
な
ぐ
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

鳥
取
大
学
　
准
教
授
　
竹
川
　俊
夫

計
画
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、個
々
の
計

画
を
方
向
付
け
る
役
割
を
も
って
い
ま
す
。

し
た
が
って
、
地
域
福
祉
計
画
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、全
分
野
を
あ
げ
て
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
非
常
に
意
味
が

大
き
く
重
い
計
画
で
す
。ま
た
、
社
協
が
つ

く
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
作
ら
れ
て
お
り
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

も
連
携
す
る
オ
ー
ル
八
頭
の
福
祉
を
想
定

し
た
も
の
と
な
って
い
ま
す
。こ
れ
は
、
み
ん

な
で
責
任
を
も
っ
て
関
わ
り
実
現
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、非
常
に
効
率
的
で
実
効
性

が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　
さ
て
、
な
ぜ
地
域
福
祉
推
進
計
画
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。八
頭
町
の
現
状
を
み

ま
す
と
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
働
き
盛
り
の
稼
働
年
齢
層
も
ど
ん
ど

ん
減
少
し
て
い
ま
す
。特
に
八
東
地
域
の
高

齢
化
率
は
、36
・
２
％
と
非
常
に
高
く
、今

後
、
課
題
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。例
え
ば
、
高
齢
化
に
よ
り
介

護
を
必
要
と
す
る
人
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

高
齢
に
な
れ
ば
認
知
症
に
な
る
確
率
は
高

く
な
り
ま
す
。認
知
症
に
な
って
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
条
件
を
ど
う

作
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。ま

た
、独
居
高
齢
者
も
急
激
に
増
え
て
お
り
、

ど
う
地
域
で
支
え
て
い
く
の
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
集
落
を
中
心
に
こ
れ
ら
の

現
実
に
向
き
合
って
き
ま
し
た
が
、区
長
さ

ん
も
い
ろ
ん
な
仕
事
を
抱
え
る
中
で
、
今
ま

で
以
上
の
こ
と
を
集
落
に
お
願
い
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。集
落
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
こ
の
問

題
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
た
時

に
出
て
き
た
構
想
が
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
だ
っ
た
の
で
す
。

　
第
１
期
の
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

際
、
民
生
児
童
委
員
に
ご
協
力
い
た
だ
き

独
居
高
齢
者
へ
の
聞
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の「
住
み
慣
れ
た
地
域
に

住
み
続
け
た
い
」と
い
う
強
い
願
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
願
い
を
叶
え
る

た
め
に
は
、様
々
な
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

住
み
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
不
可

欠
で
す
。

　
例
え
ば
、買
い
物
に
行
く
こ
と
が
辛
く
な

り
ま
し
た
、高
い
庭
木
を
切
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
と
いっ
た
生
活
の
困
り
ご

と
を
解
決
で
き
な
け
れ
ば
住
み
慣
れ
た
家

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し

か
し
、こ
う
いっ
た
課
題
は
、介
護
や
医
療
の

専
門
職
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
介
護
ヘル
パ
ー
が
家
に
来
ら
れ
た

時
に
、
要
介
護
者
・
要
支
援
者
以
外
の
家

族
に
つ
い
で
に
食
事
や
洗
濯
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
は
老
老
介
護
な
ど
で
、
家
族
自
身
の

力
も
衰
え
て
い
ま
す
。独
居
高
齢
者
の
方
の

場
合
、
家
族
が
、
足
し
げ
く
通
って
生
活
を

バッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
東

京
な
ど
県
外
に
出
て
い
る
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。家
族
の
支
え
が

乏
し
け
れ
ば
、
地
域
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
地
域
か
ら
出
て
い
か
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
う
し

て
、
市
内
や
郡
家
な
ど
に
転
出
し
て
し
ま

う
人
口
流
出
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。非
常
に

残
念
な
こ
と
で
、こ
れ
を
何
と
か
地
域
で
支

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
で
の
生
活
状

況
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。

　
次
に
、孤
独
死
、ゴ
ミ
屋
敷
、ひ
き
こ
も
り
、

生
活
困
窮
、
社
会
的
孤
立
な
ど
の
生
活
課

題
の
広
が
り
で
す
。八
頭
町
で
も
孤
独
死

は
実
際
に
起
こって
い
ま
す
し
、ゴ
ミ
屋
敷
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。高
齢
化
や
認
知
症
、一

人
暮
ら
し
な
ど
で
家
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ゴ
ミ

屋
敷
の
問
題
は
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。い
つ
皆
さ
ん
の
周
り
に
起
こ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。経
済
格
差
の
広
が
り
の
中
で
、

今
日
明
日
の
食
べ
る
物
に
困
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、ひ
き
こ
も
り
や
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
な
ど
、
社
会
的
に
孤
立

し
て
い
る
人
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ

う
いっ
た
問
題
は
、
専
門
職
だ
け
で
は
支
え

き
れ
な
く
な
って
い
ま
す
。し
か
も
、複
雑
に

絡
み
合
って
い
る
問
題
な
の
で
、
早
期
に
問

題
を
発
見
し
、
早
期
に
解
決
を
試
み
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　一方
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
って
集

落
機
能
は
衰
退
す
る
、
い
わ
ゆ
る
限
界
集

落
の
問
題
が
、
八
頭
町
で
も
身
近
に
迫
って

い
ま
す
。集
落
の
人
間
関
係
だ
け
で
は
生
活

課
題
を
抱
え
る
人
々
を
支
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
待
つ
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、地

域
福
祉
推
進
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、ど
う
や
って
解
決
す
る
か
で
す
が
、

人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
を
分
類
す
る

と「
自
助
」「
互
助
・
共
助
」「
公
助
」の
三
つ

の
枠
組
み
が
で
き
ま
す
。自
助
だ
、
自
己
責

任
だ
と
いって
も
、
そ
の
責
任
を
果
た
せ
な

い
人
が
増
え
て
い
る
の
が
今
の
社
会
で
す
。

国
は
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際

　
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
進
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、６
月
23
日（
土
）八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

地
域
福
祉
推
進
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
の
講
演
や
、策
定
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
各
団
体
の
方
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、参
加
者
約
１
３
０
名
が
、「
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
月
は
、鳥
取
大
学
の
竹
川
俊
夫
准
教
授
の
基
調
講
演
の
概
要
を
、９
月
号
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

オ
ー
ル
八
頭
で
福
祉
を
実
現

基調
講演
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今
期
の
計
画
の
中
で
皆
さ
ん
に
知
って
い

た
だ
き
、協
力
し
て
い
た
だ
い
た
い
重
点
課

題
を
四
つ
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
全
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
設
置
を

　
計
画
の
筆
頭
項
目
が
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
未
設
置
地
区
を
な
く
す
こ
と
で
す
。

未
設
置
の
５
地
区
に
早
い
段
階
で
つ
く
って

い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ

な
所
と
繋
が
って
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新

し
い
知
識
、
各
地
区
で
必
要
な
も
の
を
連

携
い
う
形
で
生
み
出
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

◇
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の
確
立
を

　
学
校
と
当
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
住
民
、
専
門
職
な
ど
が一緒
に
な
って
福

祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
機
能
を
確
立
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。例
え
ば
、小
学
校
や
中
学
校
、八
頭
高

校
で
福
祉
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
先
生
と

地
域
住
民
と
専
門
職
が一緒
に
考
え
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
に
出
掛
け
、
体
験
し
な

が
ら
学
ば
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
将
来
の

福
祉
人
材
を
育
て
る
と
い
う
も
の
で
す
。

◇
共
生
型
総
合
相
談
体
制
の
構
築
を

　
課
題
を
発
見
し
て
、
行
政
に
繋
ぎ
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制
を
つ
く
る
と
い
う
も

の
で
す
。特
に
民
生
委
員
の
協
力
を
仰
ぎ
、

地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
や
行
政
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

◇
権
利
擁
護
相
談
体
制
の
確
立
を

　
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
増
え
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
方
の
権
利
を
守
る
た
め
の

体
制
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

専
門
の
後
見
人
は
限
ら
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
市
民
と
い
う
立
場
で
後
見
人
を
担
っ

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
市
民
後
見

人
）
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。八
頭
町

に
お
い
て
も
、
権
利
擁
護
の
強
化
を
重
点

課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　
策
定
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
将
来
像
を
次
の
と
お
り
描
い
て
い
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
や
ら
さ
れ
仕
事

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題
を

自
分
た
ち
で
発
見
し
、
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。行
政
や
社
協
の
専
門
職

が
入
って一緒
に
支
え
る
た
め
に
、
地
区
活

動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
に
、
民
生
児

童
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
常
設
型
の
地
区
総
合
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

が
必
要
で
、皆
さ
ん
の
お
力
を
少
し
ず
つ
で

も
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
大
き
く
な
り
、

見
守
り
・
安
否
確
認
活
動
や
介
護
予
防

の
た
め
の
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
カ
フェや
食

事
サ
ー
ビ
ス
、あ
る
い
は
有
償
型
の
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。住
民
が
担
え
る
と
こ

ろ
は
住
民
が
担
い
、住
民
で
は
無
理
だ
と
い

う
と
こ
ろ
を
行
政
や
専
門
職
に
担
っ
て
も

ら
う
よ
う
役
割
分
担
を
す
る
と
効
率
が

良
く
質
の
高
い
福
祉
の
仕
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、
是
非
お
願
い
し
た

い
の
が
、
各
種
の
専
門
機
関
・
団
体
が
連

携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
認

知
症
や
障
が
い
を
抱
え
る
人
、
子
育
て
中

の
親
と
子
ど
も
等
、
課
題
を
抱
え
る
当
事

者
と
そ
の
家
族
が
集
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
主

に
比
較
的
元
気
な
高
齢
者
の
方
が
来
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
本
当
に
課
題
を
抱
え
た

方
々
に
も
出
て
来
て
い
た
だ
き
、
サ
ー
ビ
ス

の
受
け
手
で
は
な
く
、
持
て
る
能
力
を
活

か
し
活
躍
す
る
場
に
な
って
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。認
知
症
の
方
や
障
が
い
を
抱
え
る

方
が
支
え
る
側
に
な
って
、
お
互
い
様
の
関

係
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
地
域
共
生
社
会
の
新
し
い
形
と
し
て

地
域
に
定
着
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
誰
か
が
や
って
く
れ
る
、
私
は
関
係
な
い

な
ど『
他
人
事
』と
し
て
、
何
も
し
な
け
れ

ば
、こ
の
計
画
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

　
計
画
を「
実
現
さ
せ
る
未
来
」と「
実
現

し
な
い
未
来
」
の
ど
ち
ら
が
幸
せ
で
し
ょ
う

か
。「
計
画
を
実
現
さ
せ
る
未
来
」
を
望
む

な
ら
、
皆
さ
ん
が
計
画
に
無
関
心
で
あ
って

は
な
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、
皆
さ
ん
自
身
の

手
で
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り
、み

ん
な
で
計
画
を
実
現
さ
せ
た
達
成
感
と
誇

り
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
き
た
い
の
で
す
。

　
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く

の
住
民
の
参
画
が
必
要
で
す
。ど
う
す
れ

ば
多
く
の
住
民
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、
活
動
を
「
楽
し

む
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。目
標
に
向
か
って

み
ん
な
が
楽
し
く
活
動
す
る
場
に
は
良
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
ま
す
。人
は
良
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
満
ち
る
場
に
集
ま
り
ま
す
。ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が「
夢（
プ
ラ
ン
）の
実
現

を
楽
し
む
場
」に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
６
年
後
、
次
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
を

今
回
の
よ
う
に
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、「
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
に
誇
る
町
に
な
り

ま
し
た
ね
。」と
言
い
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

の
自
己
負
担
を
増
や
そ
う
と
し
て
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
って
、

「
互
助
・
共
助
」と「
公
助
」に
働
き
掛
け
て

こ
れ
ら
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
両
方
に
働
き
か
け
て「
自
助
」が
成
り

立
つ
条
件
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
こ

の
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
な
り
ま
す
。

　
本
計
画
の
基
本
理
念
は
、『
み
ん
な
で
支

え
あ
い
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』で

す
。こ
れ
は
、
策
定
委
員
15
名
の
思
い
を
詰

め
込
ん
で
決
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、
こ
の
基

本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
特
に
大
切
に

す
べ
き
点
と
し
て
、
以
下
の
四
つ
の
原
則
を

設
け
ま
し
た
。

　「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」は
当
た
り
前
の

話
で
す
。し
か
し
、
こ
の
当
た
り
前
の
人
権

が
脅
か
さ
れ
る
人
々
が
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
人
を
い
ち
早
く
支
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
も
含
め
、

み
ん
な
で
、「
参
加
・
参
画
、交
流
の
促
進
」

で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
し
て
、
連
携
・
協
働
で
す
。先
ほ

ど
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
が
連
携
の
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

を
も
っ
と
も
っ
と
進
め
て
、
新
し
い
資
源
や

知
識
、技
術
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
、新
し

い
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が
、「
連

携
・
協
働
の
促
進
」の
意
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。最
後
に
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
で

す
。

　
地
域
共
生
社
会
と
は
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

今
、
国
は
こ
れ
を
各
自
治
体
に
推
進
す
る

よ
う
に
枠
組
み
を
示
し
、対
応
を
求
め
て
い

ま
す
。し
か
し
、国
が
い
う
か
ら
や
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。地
域
に
と
って
必
要
不
可
欠

な
こ
と
だ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て（
当
面
の
工
程
表
）」で

は
、地
域
共
生
社
会
と
は
、制
度
・
分
野
ご

と
の『
縦
割
り
』や「
支
え
手
」「
受
け
手
」と

い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が『
我
が
事
』と
し
て
参
画

し
、人
と
人
、人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を

超
え
て『
丸
ご
と
』つ
な
が
る
こ
と
で
、住
民
一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、地
域
を

と
も
に
創
って
い
く
社
会
と
定
義
し
て
い
ま

す
。こ
の
文
中
で
、『
我
が
事
』『
丸
ご
と
』と

い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
って
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
少
子
高
齢
化
が
進
み
要
介
護
の

方
や
認
知
症
の
方
、独
居
の
方
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
孤
独
死
や
ゴ
ミ
屋
敷
の
問

題
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
を

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
、
う
ち
の

集
落
は
問
題
な
い
、
自
分
に
は
関
係

が
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
と
、こ
の

問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
す
。例
え

今
は
問
題
が
無
く
て
も
、
５
年
後
、

10
年
後
に
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い

は
ず
で
す
。明
日
は
我
が
身
だ
と
皆

さ
ん
考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。だ
っ
た

ら
備
え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。で

は
、
解
決
は
、
私
だ
け
が
解
決
す
る

の
か
、
ま
た
は
、一つ
の
団
体
だ
け
で

解
決
す
る
の
か
で
は
な
く
、
地
域
の

み
ん
な
が
繋
が
って
、
み
ん
な
の
力
で

解
決
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
繋
が
って
み
ん
な
で
『
丸
ご

と
』
こ
の
問
題
を
捉
え
て
、
解
決
に

当
た
って
い
く
こ
と
。『
我
が
事
』
で

あ
り
、
対
応
は『
丸
ご
と
』な
ん
だ
と

い
う
方
向
性
で
地
域
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
地
域
課
題
の
解
決
力
を

強
化
」し
な
さ
い
と
あ
り
、
独
居
高
齢
者
や

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
の
地
域
に
あ
る
問
題

を
地
域
で
見
つ
け
地
域
で
解
決
す
る
力
を

育
み
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て「
地

域
を
基
盤
と
す
る
包
括
的
支
援
の
強
化
」

で
す
。こ
れ
は
、
地
域
で
課
題
を
抱
え
た
方

を
見
つ
け
た
が
、自
分
た
ち
だ
け
で
支
え
て

い
く
に
は
辛
い
場
合
、
例
え
ば
、
精
神
障
が

い
者
の
方
で
、
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
な
場
合
で
す
。住
民
に
対
応
で
き
る
こ

と
は
あ
る
け
れ
ど
、住
民
だ
け
で
頑
張
る
の

は
難
し
い
ケ
ー
ス
で
は
、
地
域
住
民
や
保
健

師
、
社
協
の
方
、
障
が
い
者
分
野
の
専
門
の

方
々
が
集
ま
って
、チ
ー
ム
で
支
え
て
い
く
と

い
う
の
が
包
括
的
な
支
援
で
す
。地
域
と
専

門
家
が
連
携
し
、協
働
し
て
解
決
し
て
い
く

体
制
を
つ
く
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
に
、「
地
域
丸
ご
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
」

で
は
、
包
括
的
支
援
体
制
を
つ
く
ろ
う
と

思
え
ば
、日
頃
か
ら
地
域
で
担
い
手
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
い
ろ
ん
な
人
と

繋
が
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る「
専
門

人
材
の
機
能
強
化
・
最
大
活
用
」
し
な
さ

い
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
四
つ
の
強
化
で
地

域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
に
な
って
い
ま
す
。こ
の
内
容
に
つい
て
、

八
頭
町
と
し
て
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
入

れ
、計
画
の
中
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
１

期「
八
頭
町
地
域
福
祉
計
画
」の
大
き
な
成

果
と
し
て
、
各
地
区
に
立
ち
上
げ
が
進
む

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

集
落
は
大
事
で
あ
り
ま
す
が
、
過
疎
化
と

高
齢
化
で
集
落
機
能
の
維
持
が
難
し
く
な

る
と
こ
ろ
も
現
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、集
落

を
超
え
た
地
区
を
基
盤
と
す
る
福
祉
と
集

落
機
能
を
重
層
化
し
、
相
互
に
補
完
す
る

こ
と
で
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地

域
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
で
生

ま
れ
た
の
が
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」で
し

た
。

　
現
在
、14
地
区
の
う
ち
、９
地
区
ま
で
設

立
が
進
み
、「
ま
ち
づ
く
り
カ
フェ
」や
介
護

予
防
の
た
め
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

基
本
と
し
、
世
代
間
交
流
や
子
ど
も
た
ち

の
学
習
支
援
な
ど
、
地
区
独
自
の
活
動
が

実
施
さ
れ
、も
は
や
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
を
見
て
み

る
と
、
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
て
い
ま
す
。一つ
の
集
落
と
大
学
が
直

接
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
地

区
を
単
位
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

あ
れ
ば
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
医
療

看
護
専
門
学
校
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
た

り
、
福
祉
事
業
所
の
専
門
職
が
教
室
を
開

催
す
る
な
ど
の
連
携
を
広
げ
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
八
頭
町
で
は
、
行
政
の「
地
域

福
祉
計
画
」と
、社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

「
社
協
」
と
い
う
。）の「
地
域
福
祉
活
動
計

画
」の
二
つ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
地
域
福
祉

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
地
域
福
祉
の
推
進
」
と
い
う
同
じ
目
的
を

持
ち
な
が
ら
別
々
に
進
め
ら
れ
て
き
た
二
つ

の
計
画
を
、
今
回
一体
的
に
つ
く
り
上
げ
た

の
が「
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」で
す
。

こ
の
計
画
は
鳥
取
県
内
で
も
先
駆
的
な
も

の
で
、
他
の
市
町
村
が
計
画
を
策
定
す
る

う
え
で
模
範
と
な
る
よ
う
な
も
の
だ
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
福
祉
分
野
の
政
策

を
推
進
す
る
た
め
の
分
野
別
計
画
の
上
位

夏休み勉強会の様子（下私都地区まちづくり委員会）

計
画
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、個
々
の
計

画
を
方
向
付
け
る
役
割
を
も
って
い
ま
す
。

し
た
が
って
、
地
域
福
祉
計
画
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、全
分
野
を
あ
げ
て
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
非
常
に
意
味
が

大
き
く
重
い
計
画
で
す
。ま
た
、
社
協
が
つ

く
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
作
ら
れ
て
お
り
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

も
連
携
す
る
オ
ー
ル
八
頭
の
福
祉
を
想
定

し
た
も
の
と
な
って
い
ま
す
。こ
れ
は
、
み
ん

な
で
責
任
を
も
っ
て
関
わ
り
実
現
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、非
常
に
効
率
的
で
実
効
性

が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　
さ
て
、
な
ぜ
地
域
福
祉
推
進
計
画
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。八
頭
町
の
現
状
を
み

ま
す
と
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
働
き
盛
り
の
稼
働
年
齢
層
も
ど
ん
ど

ん
減
少
し
て
い
ま
す
。特
に
八
東
地
域
の
高

齢
化
率
は
、36
・
２
％
と
非
常
に
高
く
、今

後
、
課
題
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。例
え
ば
、
高
齢
化
に
よ
り
介

護
を
必
要
と
す
る
人
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

高
齢
に
な
れ
ば
認
知
症
に
な
る
確
率
は
高

く
な
り
ま
す
。認
知
症
に
な
って
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
条
件
を
ど
う

作
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。ま

た
、独
居
高
齢
者
も
急
激
に
増
え
て
お
り
、

ど
う
地
域
で
支
え
て
い
く
の
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
集
落
を
中
心
に
こ
れ
ら
の

現
実
に
向
き
合
って
き
ま
し
た
が
、区
長
さ

ん
も
い
ろ
ん
な
仕
事
を
抱
え
る
中
で
、
今
ま

で
以
上
の
こ
と
を
集
落
に
お
願
い
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。集
落
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
こ
の
問

題
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
た
時

に
出
て
き
た
構
想
が
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
だ
っ
た
の
で
す
。

　
第
１
期
の
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

際
、
民
生
児
童
委
員
に
ご
協
力
い
た
だ
き

独
居
高
齢
者
へ
の
聞
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の「
住
み
慣
れ
た
地
域
に

住
み
続
け
た
い
」と
い
う
強
い
願
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
願
い
を
叶
え
る

た
め
に
は
、様
々
な
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

住
み
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
不
可

欠
で
す
。

　
例
え
ば
、買
い
物
に
行
く
こ
と
が
辛
く
な

り
ま
し
た
、高
い
庭
木
を
切
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
と
いっ
た
生
活
の
困
り
ご

と
を
解
決
で
き
な
け
れ
ば
住
み
慣
れ
た
家

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し

か
し
、こ
う
いっ
た
課
題
は
、介
護
や
医
療
の

専
門
職
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
介
護
ヘル
パ
ー
が
家
に
来
ら
れ
た

時
に
、
要
介
護
者
・
要
支
援
者
以
外
の
家

族
に
つ
い
で
に
食
事
や
洗
濯
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
は
老
老
介
護
な
ど
で
、
家
族
自
身
の

力
も
衰
え
て
い
ま
す
。独
居
高
齢
者
の
方
の

場
合
、
家
族
が
、
足
し
げ
く
通
って
生
活
を

バッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
東

京
な
ど
県
外
に
出
て
い
る
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。家
族
の
支
え
が

乏
し
け
れ
ば
、
地
域
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
地
域
か
ら
出
て
い
か
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
う
し

て
、
市
内
や
郡
家
な
ど
に
転
出
し
て
し
ま

う
人
口
流
出
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。非
常
に

残
念
な
こ
と
で
、こ
れ
を
何
と
か
地
域
で
支

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
で
の
生
活
状

況
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。

　
次
に
、孤
独
死
、ゴ
ミ
屋
敷
、ひ
き
こ
も
り
、

生
活
困
窮
、
社
会
的
孤
立
な
ど
の
生
活
課

題
の
広
が
り
で
す
。八
頭
町
で
も
孤
独
死

は
実
際
に
起
こって
い
ま
す
し
、ゴ
ミ
屋
敷
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。高
齢
化
や
認
知
症
、一

人
暮
ら
し
な
ど
で
家
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ゴ
ミ

屋
敷
の
問
題
は
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。い
つ
皆
さ
ん
の
周
り
に
起
こ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。経
済
格
差
の
広
が
り
の
中
で
、

今
日
明
日
の
食
べ
る
物
に
困
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、ひ
き
こ
も
り
や
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
な
ど
、
社
会
的
に
孤
立

し
て
い
る
人
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ

う
いっ
た
問
題
は
、
専
門
職
だ
け
で
は
支
え

き
れ
な
く
な
って
い
ま
す
。し
か
も
、複
雑
に

絡
み
合
って
い
る
問
題
な
の
で
、
早
期
に
問

題
を
発
見
し
、
早
期
に
解
決
を
試
み
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　一方
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
って
集

落
機
能
は
衰
退
す
る
、
い
わ
ゆ
る
限
界
集

落
の
問
題
が
、
八
頭
町
で
も
身
近
に
迫
って

い
ま
す
。集
落
の
人
間
関
係
だ
け
で
は
生
活

課
題
を
抱
え
る
人
々
を
支
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
待
つ
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、地

域
福
祉
推
進
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、ど
う
や
って
解
決
す
る
か
で
す
が
、

人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
を
分
類
す
る

と「
自
助
」「
互
助
・
共
助
」「
公
助
」の
三
つ

の
枠
組
み
が
で
き
ま
す
。自
助
だ
、
自
己
責

任
だ
と
いって
も
、
そ
の
責
任
を
果
た
せ
な

い
人
が
増
え
て
い
る
の
が
今
の
社
会
で
す
。

国
は
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際

地
域
課
題
を
解
決
し
い
つ
ま
で
も

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

◆YAZU2018.87



　
今
期
の
計
画
の
中
で
皆
さ
ん
に
知
って
い

た
だ
き
、協
力
し
て
い
た
だ
い
た
い
重
点
課

題
を
四
つ
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
全
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
設
置
を

　
計
画
の
筆
頭
項
目
が
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
未
設
置
地
区
を
な
く
す
こ
と
で
す
。

未
設
置
の
５
地
区
に
早
い
段
階
で
つ
く
って

い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ

な
所
と
繋
が
って
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新

し
い
知
識
、
各
地
区
で
必
要
な
も
の
を
連

携
い
う
形
で
生
み
出
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

◇
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の
確
立
を

　
学
校
と
当
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
住
民
、
専
門
職
な
ど
が一緒
に
な
って
福

祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
機
能
を
確
立
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。例
え
ば
、小
学
校
や
中
学
校
、八
頭
高

校
で
福
祉
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
先
生
と

地
域
住
民
と
専
門
職
が一緒
に
考
え
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
に
出
掛
け
、
体
験
し
な

が
ら
学
ば
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
将
来
の

福
祉
人
材
を
育
て
る
と
い
う
も
の
で
す
。

◇
共
生
型
総
合
相
談
体
制
の
構
築
を

　
課
題
を
発
見
し
て
、
行
政
に
繋
ぎ
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制
を
つ
く
る
と
い
う
も

の
で
す
。特
に
民
生
委
員
の
協
力
を
仰
ぎ
、

地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
や
行
政
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

◇
権
利
擁
護
相
談
体
制
の
確
立
を

　
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
増
え
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
方
の
権
利
を
守
る
た
め
の

体
制
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

専
門
の
後
見
人
は
限
ら
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
市
民
と
い
う
立
場
で
後
見
人
を
担
っ

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
市
民
後
見

人
）
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。八
頭
町

に
お
い
て
も
、
権
利
擁
護
の
強
化
を
重
点

課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　
策
定
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
将
来
像
を
次
の
と
お
り
描
い
て
い
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
や
ら
さ
れ
仕
事

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題
を

自
分
た
ち
で
発
見
し
、
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。行
政
や
社
協
の
専
門
職

が
入
って一緒
に
支
え
る
た
め
に
、
地
区
活

動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
に
、
民
生
児

童
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
常
設
型
の
地
区
総
合
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

が
必
要
で
、皆
さ
ん
の
お
力
を
少
し
ず
つ
で

も
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
大
き
く
な
り
、

見
守
り
・
安
否
確
認
活
動
や
介
護
予
防

の
た
め
の
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
カ
フェや
食

事
サ
ー
ビ
ス
、あ
る
い
は
有
償
型
の
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。住
民
が
担
え
る
と
こ

ろ
は
住
民
が
担
い
、住
民
で
は
無
理
だ
と
い

う
と
こ
ろ
を
行
政
や
専
門
職
に
担
っ
て
も

ら
う
よ
う
役
割
分
担
を
す
る
と
効
率
が

良
く
質
の
高
い
福
祉
の
仕
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、
是
非
お
願
い
し
た

い
の
が
、
各
種
の
専
門
機
関
・
団
体
が
連

携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
認

知
症
や
障
が
い
を
抱
え
る
人
、
子
育
て
中

の
親
と
子
ど
も
等
、
課
題
を
抱
え
る
当
事

者
と
そ
の
家
族
が
集
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
主

に
比
較
的
元
気
な
高
齢
者
の
方
が
来
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
本
当
に
課
題
を
抱
え
た

方
々
に
も
出
て
来
て
い
た
だ
き
、
サ
ー
ビ
ス

の
受
け
手
で
は
な
く
、
持
て
る
能
力
を
活

か
し
活
躍
す
る
場
に
な
って
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。認
知
症
の
方
や
障
が
い
を
抱
え
る

方
が
支
え
る
側
に
な
って
、
お
互
い
様
の
関

係
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
地
域
共
生
社
会
の
新
し
い
形
と
し
て

地
域
に
定
着
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
誰
か
が
や
って
く
れ
る
、
私
は
関
係
な
い

な
ど『
他
人
事
』と
し
て
、
何
も
し
な
け
れ

ば
、こ
の
計
画
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

　
計
画
を「
実
現
さ
せ
る
未
来
」と「
実
現

し
な
い
未
来
」
の
ど
ち
ら
が
幸
せ
で
し
ょ
う

か
。「
計
画
を
実
現
さ
せ
る
未
来
」
を
望
む

な
ら
、
皆
さ
ん
が
計
画
に
無
関
心
で
あ
って

は
な
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、
皆
さ
ん
自
身
の

手
で
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り
、み

ん
な
で
計
画
を
実
現
さ
せ
た
達
成
感
と
誇

り
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
き
た
い
の
で
す
。

　
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く

の
住
民
の
参
画
が
必
要
で
す
。ど
う
す
れ

ば
多
く
の
住
民
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、
活
動
を
「
楽
し

む
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。目
標
に
向
か
って

み
ん
な
が
楽
し
く
活
動
す
る
場
に
は
良
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
ま
す
。人
は
良
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
満
ち
る
場
に
集
ま
り
ま
す
。ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が「
夢（
プ
ラ
ン
）の
実
現

を
楽
し
む
場
」に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
６
年
後
、
次
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
を

今
回
の
よ
う
に
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、「
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
に
誇
る
町
に
な
り

ま
し
た
ね
。」と
言
い
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

の
自
己
負
担
を
増
や
そ
う
と
し
て
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
って
、

「
互
助
・
共
助
」と「
公
助
」に
働
き
掛
け
て

こ
れ
ら
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
両
方
に
働
き
か
け
て「
自
助
」が
成
り

立
つ
条
件
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
こ

の
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
な
り
ま
す
。

　
本
計
画
の
基
本
理
念
は
、『
み
ん
な
で
支

え
あ
い
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』で

す
。こ
れ
は
、
策
定
委
員
15
名
の
思
い
を
詰

め
込
ん
で
決
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、
こ
の
基

本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
特
に
大
切
に

す
べ
き
点
と
し
て
、
以
下
の
四
つ
の
原
則
を

設
け
ま
し
た
。

　「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」は
当
た
り
前
の

話
で
す
。し
か
し
、
こ
の
当
た
り
前
の
人
権

が
脅
か
さ
れ
る
人
々
が
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
人
を
い
ち
早
く
支
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
も
含
め
、

み
ん
な
で
、「
参
加
・
参
画
、交
流
の
促
進
」

で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
し
て
、
連
携
・
協
働
で
す
。先
ほ

ど
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
が
連
携
の
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

を
も
っ
と
も
っ
と
進
め
て
、
新
し
い
資
源
や

知
識
、技
術
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
、新
し

い
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が
、「
連

携
・
協
働
の
促
進
」の
意
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。最
後
に
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
で

す
。

　
地
域
共
生
社
会
と
は
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

今
、
国
は
こ
れ
を
各
自
治
体
に
推
進
す
る

よ
う
に
枠
組
み
を
示
し
、対
応
を
求
め
て
い

ま
す
。し
か
し
、国
が
い
う
か
ら
や
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。地
域
に
と
って
必
要
不
可
欠

な
こ
と
だ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て（
当
面
の
工
程
表
）」で

は
、地
域
共
生
社
会
と
は
、制
度
・
分
野
ご

と
の『
縦
割
り
』や「
支
え
手
」「
受
け
手
」と

い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が『
我
が
事
』と
し
て
参
画

し
、人
と
人
、人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を

超
え
て『
丸
ご
と
』つ
な
が
る
こ
と
で
、住
民一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、地
域
を

と
も
に
創
って
い
く
社
会
と
定
義
し
て
い
ま

す
。こ
の
文
中
で
、『
我
が
事
』『
丸
ご
と
』と

い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
って
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
少
子
高
齢
化
が
進
み
要
介
護
の

方
や
認
知
症
の
方
、独
居
の
方
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
孤
独
死
や
ゴ
ミ
屋
敷
の
問

題
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
を

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
、
う
ち
の

集
落
は
問
題
な
い
、
自
分
に
は
関
係

が
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
と
、こ
の

問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
す
。例
え

今
は
問
題
が
無
く
て
も
、
５
年
後
、

10
年
後
に
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い

は
ず
で
す
。明
日
は
我
が
身
だ
と
皆

さ
ん
考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。だ
っ
た

ら
備
え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。で

は
、
解
決
は
、
私
だ
け
が
解
決
す
る

の
か
、
ま
た
は
、一つ
の
団
体
だ
け
で

解
決
す
る
の
か
で
は
な
く
、
地
域
の

み
ん
な
が
繋
が
って
、
み
ん
な
の
力
で

解
決
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
繋
が
って
み
ん
な
で
『
丸
ご

と
』
こ
の
問
題
を
捉
え
て
、
解
決
に

当
た
って
い
く
こ
と
。『
我
が
事
』
で

あ
り
、
対
応
は『
丸
ご
と
』な
ん
だ
と

い
う
方
向
性
で
地
域
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
地
域
課
題
の
解
決
力
を

強
化
」し
な
さ
い
と
あ
り
、
独
居
高
齢
者
や

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
の
地
域
に
あ
る
問
題

を
地
域
で
見
つ
け
地
域
で
解
決
す
る
力
を

育
み
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て「
地

域
を
基
盤
と
す
る
包
括
的
支
援
の
強
化
」

で
す
。こ
れ
は
、
地
域
で
課
題
を
抱
え
た
方

を
見
つ
け
た
が
、自
分
た
ち
だ
け
で
支
え
て

い
く
に
は
辛
い
場
合
、
例
え
ば
、
精
神
障
が

い
者
の
方
で
、
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
な
場
合
で
す
。住
民
に
対
応
で
き
る
こ

と
は
あ
る
け
れ
ど
、住
民
だ
け
で
頑
張
る
の

は
難
し
い
ケ
ー
ス
で
は
、
地
域
住
民
や
保
健

師
、
社
協
の
方
、
障
が
い
者
分
野
の
専
門
の

方
々
が
集
ま
って
、チ
ー
ム
で
支
え
て
い
く
と

い
う
の
が
包
括
的
な
支
援
で
す
。地
域
と
専

門
家
が
連
携
し
、協
働
し
て
解
決
し
て
い
く

体
制
を
つ
く
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
に
、「
地
域
丸
ご
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
」

で
は
、
包
括
的
支
援
体
制
を
つ
く
ろ
う
と

思
え
ば
、日
頃
か
ら
地
域
で
担
い
手
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
い
ろ
ん
な
人
と

繋
が
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る「
専
門

人
材
の
機
能
強
化
・
最
大
活
用
」
し
な
さ

い
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
四
つ
の
強
化
で
地

域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
に
な
って
い
ま
す
。こ
の
内
容
に
つい
て
、

八
頭
町
と
し
て
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
入

れ
、計
画
の
中
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
１

期「
八
頭
町
地
域
福
祉
計
画
」の
大
き
な
成

果
と
し
て
、
各
地
区
に
立
ち
上
げ
が
進
む

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

集
落
は
大
事
で
あ
り
ま
す
が
、
過
疎
化
と

高
齢
化
で
集
落
機
能
の
維
持
が
難
し
く
な

る
と
こ
ろ
も
現
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、集
落

を
超
え
た
地
区
を
基
盤
と
す
る
福
祉
と
集

落
機
能
を
重
層
化
し
、
相
互
に
補
完
す
る

こ
と
で
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地

域
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
で
生

ま
れ
た
の
が
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」で
し

た
。

　
現
在
、14
地
区
の
う
ち
、９
地
区
ま
で
設

立
が
進
み
、「
ま
ち
づ
く
り
カ
フェ
」や
介
護

予
防
の
た
め
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

基
本
と
し
、
世
代
間
交
流
や
子
ど
も
た
ち

の
学
習
支
援
な
ど
、
地
区
独
自
の
活
動
が

実
施
さ
れ
、も
は
や
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
を
見
て
み

る
と
、
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
て
い
ま
す
。一つ
の
集
落
と
大
学
が
直

接
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
地

区
を
単
位
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

あ
れ
ば
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
医
療

看
護
専
門
学
校
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
た

り
、
福
祉
事
業
所
の
専
門
職
が
教
室
を
開

催
す
る
な
ど
の
連
携
を
広
げ
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
八
頭
町
で
は
、
行
政
の「
地
域

福
祉
計
画
」と
、社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

「
社
協
」
と
い
う
。）の「
地
域
福
祉
活
動
計

画
」の
二
つ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
地
域
福
祉

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
地
域
福
祉
の
推
進
」
と
い
う
同
じ
目
的
を

持
ち
な
が
ら
別
々
に
進
め
ら
れ
て
き
た
二
つ

の
計
画
を
、
今
回
一体
的
に
つ
く
り
上
げ
た

の
が「
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」で
す
。

こ
の
計
画
は
鳥
取
県
内
で
も
先
駆
的
な
も

の
で
、
他
の
市
町
村
が
計
画
を
策
定
す
る

う
え
で
模
範
と
な
る
よ
う
な
も
の
だ
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
福
祉
分
野
の
政
策

を
推
進
す
る
た
め
の
分
野
別
計
画
の
上
位

計
画
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、個
々
の
計

画
を
方
向
付
け
る
役
割
を
も
って
い
ま
す
。

し
た
が
って
、
地
域
福
祉
計
画
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、全
分
野
を
あ
げ
て
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
非
常
に
意
味
が

大
き
く
重
い
計
画
で
す
。ま
た
、
社
協
が
つ

く
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
作
ら
れ
て
お
り
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

も
連
携
す
る
オ
ー
ル
八
頭
の
福
祉
を
想
定

し
た
も
の
と
な
って
い
ま
す
。こ
れ
は
、
み
ん

な
で
責
任
を
も
っ
て
関
わ
り
実
現
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、非
常
に
効
率
的
で
実
効
性

が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　
さ
て
、
な
ぜ
地
域
福
祉
推
進
計
画
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。八
頭
町
の
現
状
を
み

ま
す
と
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
働
き
盛
り
の
稼
働
年
齢
層
も
ど
ん
ど

ん
減
少
し
て
い
ま
す
。特
に
八
東
地
域
の
高

齢
化
率
は
、36
・
２
％
と
非
常
に
高
く
、今

後
、
課
題
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。例
え
ば
、
高
齢
化
に
よ
り
介

護
を
必
要
と
す
る
人
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

高
齢
に
な
れ
ば
認
知
症
に
な
る
確
率
は
高

く
な
り
ま
す
。認
知
症
に
な
って
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
条
件
を
ど
う

作
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。ま

た
、独
居
高
齢
者
も
急
激
に
増
え
て
お
り
、

ど
う
地
域
で
支
え
て
い
く
の
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
集
落
を
中
心
に
こ
れ
ら
の

現
実
に
向
き
合
って
き
ま
し
た
が
、区
長
さ

ん
も
い
ろ
ん
な
仕
事
を
抱
え
る
中
で
、
今
ま

で
以
上
の
こ
と
を
集
落
に
お
願
い
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。集
落
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
こ
の
問

題
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
た
時

に
出
て
き
た
構
想
が
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
だ
っ
た
の
で
す
。

　
第
１
期
の
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

際
、
民
生
児
童
委
員
に
ご
協
力
い
た
だ
き

独
居
高
齢
者
へ
の
聞
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の「
住
み
慣
れ
た
地
域
に

住
み
続
け
た
い
」と
い
う
強
い
願
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
願
い
を
叶
え
る

た
め
に
は
、様
々
な
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

住
み
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
不
可

欠
で
す
。

　
例
え
ば
、買
い
物
に
行
く
こ
と
が
辛
く
な

り
ま
し
た
、高
い
庭
木
を
切
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
と
いっ
た
生
活
の
困
り
ご

と
を
解
決
で
き
な
け
れ
ば
住
み
慣
れ
た
家

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し

か
し
、こ
う
いっ
た
課
題
は
、介
護
や
医
療
の

専
門
職
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
介
護
ヘル
パ
ー
が
家
に
来
ら
れ
た

時
に
、
要
介
護
者
・
要
支
援
者
以
外
の
家

族
に
つ
い
で
に
食
事
や
洗
濯
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
は
老
老
介
護
な
ど
で
、
家
族
自
身
の

力
も
衰
え
て
い
ま
す
。独
居
高
齢
者
の
方
の

場
合
、
家
族
が
、
足
し
げ
く
通
って
生
活
を

バッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
東

京
な
ど
県
外
に
出
て
い
る
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。家
族
の
支
え
が

乏
し
け
れ
ば
、
地
域
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
地
域
か
ら
出
て
い
か
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
う
し

て
、
市
内
や
郡
家
な
ど
に
転
出
し
て
し
ま

う
人
口
流
出
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。非
常
に

残
念
な
こ
と
で
、こ
れ
を
何
と
か
地
域
で
支

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
で
の
生
活
状

況
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。

　
次
に
、孤
独
死
、ゴ
ミ
屋
敷
、ひ
き
こ
も
り
、

生
活
困
窮
、
社
会
的
孤
立
な
ど
の
生
活
課

題
の
広
が
り
で
す
。八
頭
町
で
も
孤
独
死

は
実
際
に
起
こって
い
ま
す
し
、ゴ
ミ
屋
敷
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。高
齢
化
や
認
知
症
、一

人
暮
ら
し
な
ど
で
家
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ゴ
ミ

屋
敷
の
問
題
は
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。い
つ
皆
さ
ん
の
周
り
に
起
こ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。経
済
格
差
の
広
が
り
の
中
で
、

今
日
明
日
の
食
べ
る
物
に
困
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、ひ
き
こ
も
り
や
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
な
ど
、
社
会
的
に
孤
立

し
て
い
る
人
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ

う
いっ
た
問
題
は
、
専
門
職
だ
け
で
は
支
え

き
れ
な
く
な
って
い
ま
す
。し
か
も
、複
雑
に

絡
み
合
って
い
る
問
題
な
の
で
、
早
期
に
問

題
を
発
見
し
、
早
期
に
解
決
を
試
み
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
一方
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
って
集

落
機
能
は
衰
退
す
る
、
い
わ
ゆ
る
限
界
集

落
の
問
題
が
、
八
頭
町
で
も
身
近
に
迫
って

い
ま
す
。集
落
の
人
間
関
係
だ
け
で
は
生
活

課
題
を
抱
え
る
人
々
を
支
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
待
つ
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、地

域
福
祉
推
進
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、ど
う
や
って
解
決
す
る
か
で
す
が
、

人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
を
分
類
す
る

と「
自
助
」「
互
助
・
共
助
」「
公
助
」の
三
つ

の
枠
組
み
が
で
き
ま
す
。自
助
だ
、
自
己
責

任
だ
と
いって
も
、
そ
の
責
任
を
果
た
せ
な

い
人
が
増
え
て
い
る
の
が
今
の
社
会
で
す
。

国
は
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際

『
我
が
事
』『
丸
ご
と
』が
キ
ー
ワ
ー
ド

全９回にわたって開催され活発な議論が交わされた策定委員会の様子
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今
期
の
計
画
の
中
で
皆
さ
ん
に
知
って
い

た
だ
き
、協
力
し
て
い
た
だ
い
た
い
重
点
課

題
を
四
つ
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
全
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
設
置
を

　
計
画
の
筆
頭
項
目
が
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
未
設
置
地
区
を
な
く
す
こ
と
で
す
。

未
設
置
の
５
地
区
に
早
い
段
階
で
つ
く
って

い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ

な
所
と
繋
が
って
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新

し
い
知
識
、
各
地
区
で
必
要
な
も
の
を
連

携
い
う
形
で
生
み
出
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

◇
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の
確
立
を

　
学
校
と
当
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
住
民
、
専
門
職
な
ど
が一緒
に
な
って
福

祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
機
能
を
確
立
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。例
え
ば
、小
学
校
や
中
学
校
、八
頭
高

校
で
福
祉
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
先
生
と

地
域
住
民
と
専
門
職
が一緒
に
考
え
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
に
出
掛
け
、
体
験
し
な

が
ら
学
ば
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
将
来
の

福
祉
人
材
を
育
て
る
と
い
う
も
の
で
す
。

◇
共
生
型
総
合
相
談
体
制
の
構
築
を

　
課
題
を
発
見
し
て
、
行
政
に
繋
ぎ
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制
を
つ
く
る
と
い
う
も

の
で
す
。特
に
民
生
委
員
の
協
力
を
仰
ぎ
、

地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
や
行
政
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

◇
権
利
擁
護
相
談
体
制
の
確
立
を

　
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
増
え
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
方
の
権
利
を
守
る
た
め
の

体
制
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

専
門
の
後
見
人
は
限
ら
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
市
民
と
い
う
立
場
で
後
見
人
を
担
っ

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
市
民
後
見

人
）
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。八
頭
町

に
お
い
て
も
、
権
利
擁
護
の
強
化
を
重
点

課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　
策
定
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
将
来
像
を
次
の
と
お
り
描
い
て
い
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
や
ら
さ
れ
仕
事

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題
を

自
分
た
ち
で
発
見
し
、
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。行
政
や
社
協
の
専
門
職

が
入
って一緒
に
支
え
る
た
め
に
、
地
区
活

動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
に
、
民
生
児

童
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
常
設
型
の
地
区
総
合
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

が
必
要
で
、皆
さ
ん
の
お
力
を
少
し
ず
つ
で

も
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
大
き
く
な
り
、

見
守
り
・
安
否
確
認
活
動
や
介
護
予
防

の
た
め
の
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
カ
フェや
食

事
サ
ー
ビ
ス
、あ
る
い
は
有
償
型
の
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。住
民
が
担
え
る
と
こ

ろ
は
住
民
が
担
い
、住
民
で
は
無
理
だ
と
い

う
と
こ
ろ
を
行
政
や
専
門
職
に
担
っ
て
も

ら
う
よ
う
役
割
分
担
を
す
る
と
効
率
が

良
く
質
の
高
い
福
祉
の
仕
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、
是
非
お
願
い
し
た

い
の
が
、
各
種
の
専
門
機
関
・
団
体
が
連

携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
認

知
症
や
障
が
い
を
抱
え
る
人
、
子
育
て
中

の
親
と
子
ど
も
等
、
課
題
を
抱
え
る
当
事

者
と
そ
の
家
族
が
集
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
主

に
比
較
的
元
気
な
高
齢
者
の
方
が
来
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
本
当
に
課
題
を
抱
え
た

方
々
に
も
出
て
来
て
い
た
だ
き
、
サ
ー
ビ
ス

の
受
け
手
で
は
な
く
、
持
て
る
能
力
を
活

か
し
活
躍
す
る
場
に
な
って
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。認
知
症
の
方
や
障
が
い
を
抱
え
る

方
が
支
え
る
側
に
な
って
、
お
互
い
様
の
関

係
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
地
域
共
生
社
会
の
新
し
い
形
と
し
て

地
域
に
定
着
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
誰
か
が
や
って
く
れ
る
、
私
は
関
係
な
い

な
ど『
他
人
事
』と
し
て
、
何
も
し
な
け
れ

ば
、こ
の
計
画
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

　
計
画
を「
実
現
さ
せ
る
未
来
」と「
実
現

し
な
い
未
来
」
の
ど
ち
ら
が
幸
せ
で
し
ょ
う

か
。「
計
画
を
実
現
さ
せ
る
未
来
」
を
望
む

な
ら
、
皆
さ
ん
が
計
画
に
無
関
心
で
あ
って

は
な
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、
皆
さ
ん
自
身
の

手
で
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り
、み

ん
な
で
計
画
を
実
現
さ
せ
た
達
成
感
と
誇

り
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
き
た
い
の
で
す
。

　
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く

の
住
民
の
参
画
が
必
要
で
す
。ど
う
す
れ

ば
多
く
の
住
民
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、
活
動
を
「
楽
し

む
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。目
標
に
向
か
って

み
ん
な
が
楽
し
く
活
動
す
る
場
に
は
良
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
ま
す
。人
は
良
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
満
ち
る
場
に
集
ま
り
ま
す
。ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が「
夢（
プ
ラ
ン
）の
実
現

を
楽
し
む
場
」に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
６
年
後
、
次
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
を

今
回
の
よ
う
に
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、「
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
に
誇
る
町
に
な
り

ま
し
た
ね
。」と
言
い
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

の
自
己
負
担
を
増
や
そ
う
と
し
て
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
って
、

「
互
助
・
共
助
」と「
公
助
」に
働
き
掛
け
て

こ
れ
ら
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
両
方
に
働
き
か
け
て「
自
助
」が
成
り

立
つ
条
件
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
こ

の
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
な
り
ま
す
。

　
本
計
画
の
基
本
理
念
は
、『
み
ん
な
で
支

え
あ
い
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』で

す
。こ
れ
は
、
策
定
委
員
15
名
の
思
い
を
詰

め
込
ん
で
決
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、
こ
の
基

本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
特
に
大
切
に

す
べ
き
点
と
し
て
、
以
下
の
四
つ
の
原
則
を

設
け
ま
し
た
。

　「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」は
当
た
り
前
の

話
で
す
。し
か
し
、
こ
の
当
た
り
前
の
人
権

が
脅
か
さ
れ
る
人
々
が
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
人
を
い
ち
早
く
支
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
も
含
め
、

み
ん
な
で
、「
参
加
・
参
画
、交
流
の
促
進
」

で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
し
て
、
連
携
・
協
働
で
す
。先
ほ

ど
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
が
連
携
の
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

を
も
っ
と
も
っ
と
進
め
て
、
新
し
い
資
源
や

知
識
、技
術
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
、新
し

い
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が
、「
連

携
・
協
働
の
促
進
」の
意
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。最
後
に
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
で

す
。

　
地
域
共
生
社
会
と
は
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

今
、
国
は
こ
れ
を
各
自
治
体
に
推
進
す
る

よ
う
に
枠
組
み
を
示
し
、対
応
を
求
め
て
い

ま
す
。し
か
し
、国
が
い
う
か
ら
や
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。地
域
に
と
って
必
要
不
可
欠

な
こ
と
だ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て（
当
面
の
工
程
表
）」で

は
、地
域
共
生
社
会
と
は
、制
度
・
分
野
ご

と
の『
縦
割
り
』や「
支
え
手
」「
受
け
手
」と

い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が『
我
が
事
』と
し
て
参
画

し
、人
と
人
、人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を

超
え
て『
丸
ご
と
』つ
な
が
る
こ
と
で
、住
民一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、地
域
を

と
も
に
創
って
い
く
社
会
と
定
義
し
て
い
ま

す
。こ
の
文
中
で
、『
我
が
事
』『
丸
ご
と
』と

い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
って
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
少
子
高
齢
化
が
進
み
要
介
護
の

方
や
認
知
症
の
方
、独
居
の
方
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
孤
独
死
や
ゴ
ミ
屋
敷
の
問

題
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
を

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
、
う
ち
の

集
落
は
問
題
な
い
、
自
分
に
は
関
係

が
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
と
、こ
の

問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
す
。例
え

今
は
問
題
が
無
く
て
も
、
５
年
後
、

10
年
後
に
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い

は
ず
で
す
。明
日
は
我
が
身
だ
と
皆

さ
ん
考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。だ
っ
た

ら
備
え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。で

は
、
解
決
は
、
私
だ
け
が
解
決
す
る

の
か
、
ま
た
は
、一つ
の
団
体
だ
け
で

解
決
す
る
の
か
で
は
な
く
、
地
域
の

み
ん
な
が
繋
が
って
、
み
ん
な
の
力
で

解
決
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
繋
が
って
み
ん
な
で
『
丸
ご

と
』
こ
の
問
題
を
捉
え
て
、
解
決
に

当
た
って
い
く
こ
と
。『
我
が
事
』
で

あ
り
、
対
応
は『
丸
ご
と
』な
ん
だ
と

い
う
方
向
性
で
地
域
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
地
域
課
題
の
解
決
力
を

強
化
」し
な
さ
い
と
あ
り
、
独
居
高
齢
者
や

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
の
地
域
に
あ
る
問
題

を
地
域
で
見
つ
け
地
域
で
解
決
す
る
力
を

育
み
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て「
地

域
を
基
盤
と
す
る
包
括
的
支
援
の
強
化
」

で
す
。こ
れ
は
、
地
域
で
課
題
を
抱
え
た
方

を
見
つ
け
た
が
、自
分
た
ち
だ
け
で
支
え
て

い
く
に
は
辛
い
場
合
、
例
え
ば
、
精
神
障
が

い
者
の
方
で
、
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
な
場
合
で
す
。住
民
に
対
応
で
き
る
こ

と
は
あ
る
け
れ
ど
、住
民
だ
け
で
頑
張
る
の

は
難
し
い
ケ
ー
ス
で
は
、
地
域
住
民
や
保
健

師
、
社
協
の
方
、
障
が
い
者
分
野
の
専
門
の

方
々
が
集
ま
って
、チ
ー
ム
で
支
え
て
い
く
と

い
う
の
が
包
括
的
な
支
援
で
す
。地
域
と
専

門
家
が
連
携
し
、協
働
し
て
解
決
し
て
い
く

体
制
を
つ
く
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
に
、「
地
域
丸
ご
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
」

で
は
、
包
括
的
支
援
体
制
を
つ
く
ろ
う
と

思
え
ば
、日
頃
か
ら
地
域
で
担
い
手
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
い
ろ
ん
な
人
と

繋
が
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る「
専
門

人
材
の
機
能
強
化
・
最
大
活
用
」
し
な
さ

い
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
四
つ
の
強
化
で
地

域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
に
な
って
い
ま
す
。こ
の
内
容
に
つい
て
、

八
頭
町
と
し
て
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
入

れ
、計
画
の
中
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
１

期「
八
頭
町
地
域
福
祉
計
画
」の
大
き
な
成

果
と
し
て
、
各
地
区
に
立
ち
上
げ
が
進
む

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

集
落
は
大
事
で
あ
り
ま
す
が
、
過
疎
化
と

高
齢
化
で
集
落
機
能
の
維
持
が
難
し
く
な

る
と
こ
ろ
も
現
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、集
落

を
超
え
た
地
区
を
基
盤
と
す
る
福
祉
と
集

落
機
能
を
重
層
化
し
、
相
互
に
補
完
す
る

こ
と
で
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地

域
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
で
生

ま
れ
た
の
が
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」で
し

た
。

　
現
在
、14
地
区
の
う
ち
、９
地
区
ま
で
設

立
が
進
み
、「
ま
ち
づ
く
り
カ
フェ
」や
介
護

予
防
の
た
め
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

基
本
と
し
、
世
代
間
交
流
や
子
ど
も
た
ち

の
学
習
支
援
な
ど
、
地
区
独
自
の
活
動
が

実
施
さ
れ
、も
は
や
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
を
見
て
み

る
と
、
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
て
い
ま
す
。一つ
の
集
落
と
大
学
が
直

接
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
地

区
を
単
位
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

あ
れ
ば
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
医
療

看
護
専
門
学
校
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
た

り
、
福
祉
事
業
所
の
専
門
職
が
教
室
を
開

催
す
る
な
ど
の
連
携
を
広
げ
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
八
頭
町
で
は
、
行
政
の「
地
域

福
祉
計
画
」と
、社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

「
社
協
」
と
い
う
。）の「
地
域
福
祉
活
動
計

画
」の
二
つ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
地
域
福
祉

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
地
域
福
祉
の
推
進
」
と
い
う
同
じ
目
的
を

持
ち
な
が
ら
別
々
に
進
め
ら
れ
て
き
た
二
つ

の
計
画
を
、
今
回
一体
的
に
つ
く
り
上
げ
た

の
が「
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」で
す
。

こ
の
計
画
は
鳥
取
県
内
で
も
先
駆
的
な
も

の
で
、
他
の
市
町
村
が
計
画
を
策
定
す
る

う
え
で
模
範
と
な
る
よ
う
な
も
の
だ
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
福
祉
分
野
の
政
策

を
推
進
す
る
た
め
の
分
野
別
計
画
の
上
位

計
画
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、個
々
の
計

画
を
方
向
付
け
る
役
割
を
も
って
い
ま
す
。

し
た
が
って
、
地
域
福
祉
計
画
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、全
分
野
を
あ
げ
て
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
非
常
に
意
味
が

大
き
く
重
い
計
画
で
す
。ま
た
、
社
協
が
つ

く
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
作
ら
れ
て
お
り
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

も
連
携
す
る
オ
ー
ル
八
頭
の
福
祉
を
想
定

し
た
も
の
と
な
って
い
ま
す
。こ
れ
は
、
み
ん

な
で
責
任
を
も
っ
て
関
わ
り
実
現
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、非
常
に
効
率
的
で
実
効
性

が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　
さ
て
、
な
ぜ
地
域
福
祉
推
進
計
画
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。八
頭
町
の
現
状
を
み

ま
す
と
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
働
き
盛
り
の
稼
働
年
齢
層
も
ど
ん
ど

ん
減
少
し
て
い
ま
す
。特
に
八
東
地
域
の
高

齢
化
率
は
、36
・
２
％
と
非
常
に
高
く
、今

後
、
課
題
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。例
え
ば
、
高
齢
化
に
よ
り
介

護
を
必
要
と
す
る
人
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

高
齢
に
な
れ
ば
認
知
症
に
な
る
確
率
は
高

く
な
り
ま
す
。認
知
症
に
な
って
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
条
件
を
ど
う

作
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。ま

た
、独
居
高
齢
者
も
急
激
に
増
え
て
お
り
、

ど
う
地
域
で
支
え
て
い
く
の
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
集
落
を
中
心
に
こ
れ
ら
の

現
実
に
向
き
合
って
き
ま
し
た
が
、区
長
さ

ん
も
い
ろ
ん
な
仕
事
を
抱
え
る
中
で
、
今
ま

で
以
上
の
こ
と
を
集
落
に
お
願
い
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。集
落
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
こ
の
問

題
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
た
時

に
出
て
き
た
構
想
が
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
だ
っ
た
の
で
す
。

　
第
１
期
の
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

際
、
民
生
児
童
委
員
に
ご
協
力
い
た
だ
き

独
居
高
齢
者
へ
の
聞
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の「
住
み
慣
れ
た
地
域
に

住
み
続
け
た
い
」と
い
う
強
い
願
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
願
い
を
叶
え
る

た
め
に
は
、様
々
な
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

住
み
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
不
可

欠
で
す
。

　
例
え
ば
、買
い
物
に
行
く
こ
と
が
辛
く
な

り
ま
し
た
、高
い
庭
木
を
切
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
と
いっ
た
生
活
の
困
り
ご

と
を
解
決
で
き
な
け
れ
ば
住
み
慣
れ
た
家

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し

か
し
、こ
う
いっ
た
課
題
は
、介
護
や
医
療
の

専
門
職
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
介
護
ヘル
パ
ー
が
家
に
来
ら
れ
た

時
に
、
要
介
護
者
・
要
支
援
者
以
外
の
家

族
に
つ
い
で
に
食
事
や
洗
濯
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
は
老
老
介
護
な
ど
で
、
家
族
自
身
の

力
も
衰
え
て
い
ま
す
。独
居
高
齢
者
の
方
の

場
合
、
家
族
が
、
足
し
げ
く
通
って
生
活
を

バッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
東

京
な
ど
県
外
に
出
て
い
る
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。家
族
の
支
え
が

乏
し
け
れ
ば
、
地
域
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
地
域
か
ら
出
て
い
か
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
う
し

て
、
市
内
や
郡
家
な
ど
に
転
出
し
て
し
ま

う
人
口
流
出
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。非
常
に

残
念
な
こ
と
で
、こ
れ
を
何
と
か
地
域
で
支

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
で
の
生
活
状

況
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。

　
次
に
、孤
独
死
、ゴ
ミ
屋
敷
、ひ
き
こ
も
り
、

生
活
困
窮
、
社
会
的
孤
立
な
ど
の
生
活
課

題
の
広
が
り
で
す
。八
頭
町
で
も
孤
独
死

は
実
際
に
起
こって
い
ま
す
し
、ゴ
ミ
屋
敷
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。高
齢
化
や
認
知
症
、一

人
暮
ら
し
な
ど
で
家
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ゴ
ミ

屋
敷
の
問
題
は
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。い
つ
皆
さ
ん
の
周
り
に
起
こ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。経
済
格
差
の
広
が
り
の
中
で
、

今
日
明
日
の
食
べ
る
物
に
困
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、ひ
き
こ
も
り
や
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
な
ど
、
社
会
的
に
孤
立

し
て
い
る
人
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ

う
いっ
た
問
題
は
、
専
門
職
だ
け
で
は
支
え

き
れ
な
く
な
って
い
ま
す
。し
か
も
、複
雑
に

絡
み
合
って
い
る
問
題
な
の
で
、
早
期
に
問

題
を
発
見
し
、
早
期
に
解
決
を
試
み
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
一方
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
って
集

落
機
能
は
衰
退
す
る
、
い
わ
ゆ
る
限
界
集

落
の
問
題
が
、
八
頭
町
で
も
身
近
に
迫
って

い
ま
す
。集
落
の
人
間
関
係
だ
け
で
は
生
活

課
題
を
抱
え
る
人
々
を
支
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
待
つ
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、地

域
福
祉
推
進
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、ど
う
や
って
解
決
す
る
か
で
す
が
、

人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
を
分
類
す
る

と「
自
助
」「
互
助
・
共
助
」「
公
助
」の
三
つ

の
枠
組
み
が
で
き
ま
す
。自
助
だ
、
自
己
責

任
だ
と
いって
も
、
そ
の
責
任
を
果
た
せ
な

い
人
が
増
え
て
い
る
の
が
今
の
社
会
で
す
。

国
は
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際

※

　
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
全

　
文
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

　
だ
け
ま
す
。

　
　
ま
た
、こ
の
計
画
の
概
要
版
を
広
報

　
７
月
号
に
折
り
込
み
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
に
取
り
組
む
４
つ
の
重
点
課
題

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
将
来
像

計
画
を「
実
現
さ
せ
る
未
来
」と

「
実
現
し
な
い
未
来
」ど
ち
ら
が
幸
せ
？

問
い
合
わ
せ

☎
72-

3
5
8
6

福
祉
課み

ん
な
で
いっ
し
ょ
に
や
ろ
う
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児童扶養手当とは

児童扶養手当の額

申請が必要です

相談受付場所

　仕事（収入）や離婚・養育費の訴訟、子ども・子
育てに関する悩みなど、様々な問題を抱えている
にもかかわらず、日々の生活に追われ、ひとりで悩
んでいませんか？
　八頭町では、母子父子家庭の保護者の皆様が
抱える様々な悩みや問題の解決を支援するため、
児童扶養手当の現況確認届の提出時期の８月を
集中相談支援月間に設定し、関係機関と連携して
集中的、効果的に支援を行います。普段、相談でき
ずにいる問題がありましたら、ぜひこの機会にご
相談ください。

福祉課（郡家保険センター内）・船岡庁舎・
八東庁舎各窓口
　※現況届の提出場所でお申し出ください。

問い合わせ

※なお、相談はこの期間に限定するものではあり
ません。ご都合に合わせていつでも下記まで
ご相談ください。

※ハローワーク鳥取の職員が相談に応じます。

　児童扶養手当とは、ひとり親家庭等の生活の安
定と自立を助け、児童の心身の健やかな成長を
願って支給される手当です。

支給対象者
　20歳未満の身体または精神に中等度以上の障が
いのある在宅の児童を養育している父または母、も
しくは父母に代わってその児童を養育している方。

手当額（児童1人につき）
1級：51,700円／月　　2級：34,430円／月
※受給者や同居親族の前年所得が一定額以上の場

合、手当の支払いが停止されます。

受給の手続き
　福祉課（郡家保健センター内）で受け付けます
ので、該当の方はご相談ください。（診断書、戸籍
謄本等の書類が必要です。）

所得状況届の提出
　現在受給中の方は、毎年8月12日から9月11日
までに「所得状況届」を提出してください。未提出の
方は支払いが停止されますのでご注意ください。

※所得により支給額が決定します。
※対象児童が２人以上の方は１人目（本体額）に

２人目以降の加算額を足した額になります。
※手当を受ける方や児童が、公的年金、遺族補償

等を受け取ることができる場合は、手当の一部
または全部が支給停止されます。

　この手当を受給するためには申請が必要です。
所得による支給制限等がありますが、該当になる
と思われる方で申請をされていない方は、福祉課
へご相談ください。

　８月は児童扶養手当現況届の提出月です。この
届出をされないと、８月以降の手当を受けること
ができません。また、２年間提出がないと受給資
格がなくなりますので、ご注意ください。

福祉課　母子父子支援係 ☎72-3583問い合わせ 福祉課　母子父子支援係 ☎72-3583

問い合わせ 福祉課　障がい福祉係 ☎72-3590

ハローワーク出張相談

郡家保健センター

８月31日（金）11：00～16：00日　　時

会　　場

対象児童 全部支給
（月額）

一部支給
（月額）

42,500円 42,490円
　～10,030円

10,030円
　～ 5,020円
6,010円
　～ 3,010円

10,040円

6,020円

1人目（本体額）

3人目以降の
加算額

2人目の加算額

すでに手当を受給されている方へ

福祉課だより 生活支援係 ☎72-3581　母子父子支援係 ☎72-3583
地域福祉係 ☎72-3586　障がい福祉係 ☎72-3590 ／ FAX 72-3565

8月は母子父子世帯
「集中相談月間」です

児童扶養手当に関するお知らせ

特別児童扶養手当に関するお知らせ

仕事
子育て

離婚
養育費

お気軽に
ご相談ください

◆YAZU
2018.8 10



人権のひろば 人権推進課 ☎84-1228

　
皆
さ
ん
は「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
を
ご

存
知
で
す
か
？
こ
の
条
約
は
、１
９
８
９
年

の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。18
歳

未
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
を
、
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
差
別
や
経
済
的
搾
取
・
不
当
な
暴
力

か
ら
守
り
、
表
現
・
思
想
の
自
由
な
ど
基

本
的
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
な
ど
を
国
や

保
護
者
の
義
務
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
約
が
採
択
さ
れ
る
以
前
は
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
宣
言
（
１
９
２
４
年
）・
子
ど
も
の

権
利
宣
言（
１
９
５
９
年
）で
、
子
ど
も
の

権
利
が
宣
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ら

は
、
二
度
の
世
界
大
戦
で
多
く
の
罪
の
な
い

子
ど
も
が
命
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
反
省
に

作
ら
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
も
子
ど
も
の
命

が
守
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
法
的

拘
束
力
を
も
つ
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
は
こ
の
条
約
を
１
９
９
４
年
に
批

准
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
悩
み
・
苦
痛
を
早
期
に
把
握

し
解
決
す
る
た
め
に
、
法
務
局
で
は「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」、「
子
ど
も
の
人
権

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、植
物
の
生
育
を
通
し
て「
命
の
尊

さ
」や「
思
い
や
り
の
心
」な
ど
を
学
ぶ「
人

権
の
花
運
動
」な
ど
、
豊
か
な
人
権
意
識
を

育
む
様
々
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
園
児

の
生
活
の
中
の
つ
ぶ
や
き
や
、
小
・
中
学
校

の
授
業
や
友
だ
ち
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ

い
の
中
で
生
ま
れ
た
思
い
を
作
文
に
し
た

文
集
「
つ
な
が
る

心
」を
作
成
し
、
書

き
手
・
読
み
手
と

も
に
人
権
意
識
を

深
め
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
る
人
権
課
題
①

子
ど
も
の
人
権

　学
校
で
の
い
じ
め
や
体
罰
、
家
庭
で
の
虐
待
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
悪

質
な
嫌
が
ら
せ
な
ど
、子
ど
も
の
健
全
な
成
長
・
発
達
に
悪
影
響
を

与
え
る
問
題
は
日
々
発
生
し
て
い
ま
す
。

八
頭
町
の
取
り
組
み

法
務
局
の
取
り
組
み

子
ど
も
の
権
利
条
約

　八頭町人権教育推進協議会は、より多くの方に学びを深めていただくため、町民の
みなさんから全国大会への参加者を募集しています。

Ｈ30年度 大会派遣予定
・第70回全国人権・同和教育研究大会　11月17日（土）～18日（日）　滋賀県大津市他
・部落解放研究第52回全国集会　　　  11月27日（火）～29日（木）　岡山県岡山市
・第33回人権啓発研究集会　　　　　 2月 6日（水）～ 7日（木）　新潟県新潟市

大会の詳細、募集時期については随時お知らせします。

八頭町人権教育推進協議会が負担します。参加費用
各大会１名（八頭町は14名程度の団体として参加します）募集人数
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町民課からのお知らせ 町民課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222 町民課からのお知らせ 町民課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222

お盆のごみ収集

ファミサポのお盆休み

国民年金保険料の
免除期間・納付猶予期間がある方へ

リファーレンいなば
８月リサイクルファクトリー・
スケジュール

野焼きは禁止

高額療養費について　平成３０年８月～
７０歳以上の方の高額療養費の上限額が変わります。　お盆はごみの収集日が変則的になってます。

ごみを出されるときは「八頭町ごみ収集カレン
ダー」をご確認ください。 　すべての方が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間で世代

間の公平が図られるよう、負担能力に応じたご負担をいただく必要があります。
　そのため、平成30年８月から、70歳以上の方の高額療養費の上限額が変わります。

①ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えて
お支払いになった分を払い戻す制度です。

②上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。
　平成30年８月から上限額が次の表のように変わります。（どの適用区分に該当するかは、被

保険者証、高齢受給者証または限度額認定証でご確認いただけます。）
③平成30年８月から、現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの人は限度額適用認定証が必要になります。入院

等で医療費が高額になる際には、あらかじめ交付申請をして下さい。

※１　世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧た
だし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。

※２　過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当になり、
上限額が下がります。

○健康保険組合、全国健康保険協会、共済組合、国民健康保険組合にご加入の方⇒ご加入の
医療保険者まで

○国民健康保険・後期高齢者医療保険制度にご加入の方⇒町民課　国民健康保険係まで

○各教室内容により、布等の材料をご持参いただ
く場合があります。詳しくは、電話で問い合わせ
ください。

問い合わせ 町 民 課　☎ 76-0205

問い合わせ

問い合わせ
参 加 申 込

町 民 課　☎ 76-0205

　8 月 13 日（月）から 15 日（水）まで、ファミ
リーサポートセンターはお休みします。

問い合わせ 八頭町ファミリーサポートセンター

☎ 76-7020

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・
法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受
けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方
と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）
の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、
免除等の承認を受けた期間の保険料について
は、10年以内であれば遡って納める（追納）ことが
できます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年
度から起算して３年度目以降の追納の場合、当時
の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。追
納は、古い月のものから納付することとなります
が、次の点にご注意ください。

◯一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料
が納付されていなければ追納はできません。

◯「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生
納付特例期間」より先に経過した月分である場
合は、どちらを優先して納めるか本人が選択で
きます。

国民年金保険料の「後納制度」について
　国民年金保険料は、納付期限から２年を過ぎる
と時効により納付することができません。しかしな
がら、法律改正による時限措置として、過去５年以
内に納め忘れた国民年金保険料を納付すること
ができる「後納制度」が平成27年10月から平成
30年９月までの３年間に限り実施されています。
　後納制度を利用することで年金額を増やすこと
や、年金の受給ができなかった方が受給資格を得
られることがあります。後納制度を利用するには、
申込みが必要です。

詳しくは

　「ねんきん加入者ダイヤル」
　　☎ 0570-003-004
　または日本年金機構鳥取年金事務所
 　　　　　　　　 ☎ 0857-27-8311へ
　お問い合わせください。

問い合わせ８月１日（水） より受付（先着順）

リファーレンいなば　☎ 0857-59-6026

　野外でごみなどの物を燃やすことは、一部の
例外を除き法律で禁止（５年以下の懲役もしく
は１千万円以下の罰金）されています。

〈平成30年７月まで〉 〈平成30年８月から〉

ひと月の上限額
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

現

　役

　並

　み

一
　般

低
所
得
者

Ⅲ 課税所得690万円以上

Ⅱ 課税所得380万円以上 57,600円
80,100円

+（医療費-267,000円）×1％
〈多数回44,400円※2〉

57,600円
〈多数回44,400円※2〉

24,600円

15,000円
8,000円

Ⅰ 課税所得145万円以上

課税所得145万円未満※1

14,000円
（年間上限

14万4,000円）

Ⅱ 住民税非課税世帯

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

ひと月の上限額
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

167,400円+
（医療費－558,000円）×1％

〈多数回93,000円※2〉

80,100円+
（医療費－267,000円）×1％

〈多数回44,400円※2〉

252,600円+
（医療費-842,000円）×1％

〈多数回140,100円※2〉

57,600円
〈多数回44,400円※2〉

24,600円

15,000円
8,000円

18,000円
（年間上限

14万4,000円）

内　容 日　時 定員 費用

マイバッグ・
ショルダータイプ

8/8（水）
10：00～15：00 5人 無   料

木工・犬のパズル
8/22（水）
10：00～12：00 4人 100円

健康布ぞうり
8/24（金）
10：00～15：00 10人 100円

ガラスの
アクセサリー作り

（金具代は別途）

8/29（水）
10：00～12：00 10人 100円

適　用　区　分

高額療養費とは
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町民課からのお知らせ 町民課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222 町民課からのお知らせ 町民課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222

お盆のごみ収集

ファミサポのお盆休み

国民年金保険料の
免除期間・納付猶予期間がある方へ

リファーレンいなば
８月リサイクルファクトリー・
スケジュール

野焼きは禁止

高額療養費について　平成３０年８月～
７０歳以上の方の高額療養費の上限額が変わります。　お盆はごみの収集日が変則的になってます。

ごみを出されるときは「八頭町ごみ収集カレン
ダー」をご確認ください。 　すべての方が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間で世代

間の公平が図られるよう、負担能力に応じたご負担をいただく必要があります。
　そのため、平成30年８月から、70歳以上の方の高額療養費の上限額が変わります。

①ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えて
お支払いになった分を払い戻す制度です。

②上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。
　平成30年８月から上限額が次の表のように変わります。（どの適用区分に該当するかは、被

保険者証、高齢受給者証または限度額認定証でご確認いただけます。）
③平成30年８月から、現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの人は限度額適用認定証が必要になります。入院

等で医療費が高額になる際には、あらかじめ交付申請をして下さい。

※１　世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧た
だし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。

※２　過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当になり、
上限額が下がります。

○健康保険組合、全国健康保険協会、共済組合、国民健康保険組合にご加入の方⇒ご加入の
医療保険者まで

○国民健康保険・後期高齢者医療保険制度にご加入の方⇒町民課　国民健康保険係まで

○各教室内容により、布等の材料をご持参いただ
く場合があります。詳しくは、電話で問い合わせ
ください。

問い合わせ 町 民 課　☎ 76-0205

問い合わせ

問い合わせ
参 加 申 込

町 民 課　☎ 76-0205

　8 月 13 日（月）から 15 日（水）まで、ファミ
リーサポートセンターはお休みします。

問い合わせ 八頭町ファミリーサポートセンター

☎ 76-7020

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・
法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受
けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方
と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）
の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、
免除等の承認を受けた期間の保険料について
は、10年以内であれば遡って納める（追納）ことが
できます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年
度から起算して３年度目以降の追納の場合、当時
の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。追
納は、古い月のものから納付することとなります
が、次の点にご注意ください。

◯一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料
が納付されていなければ追納はできません。

◯「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生
納付特例期間」より先に経過した月分である場
合は、どちらを優先して納めるか本人が選択で
きます。

国民年金保険料の「後納制度」について
　国民年金保険料は、納付期限から２年を過ぎる
と時効により納付することができません。しかしな
がら、法律改正による時限措置として、過去５年以
内に納め忘れた国民年金保険料を納付すること
ができる「後納制度」が平成27年10月から平成
30年９月までの３年間に限り実施されています。
　後納制度を利用することで年金額を増やすこと
や、年金の受給ができなかった方が受給資格を得
られることがあります。後納制度を利用するには、
申込みが必要です。

詳しくは

　「ねんきん加入者ダイヤル」
　　☎ 0570-003-004
　または日本年金機構鳥取年金事務所
 　　　　　　　　 ☎ 0857-27-8311へ
　お問い合わせください。

問い合わせ８月１日（水） より受付（先着順）

リファーレンいなば　☎ 0857-59-6026

　野外でごみなどの物を燃やすことは、一部の
例外を除き法律で禁止（５年以下の懲役もしく
は１千万円以下の罰金）されています。

〈平成30年７月まで〉 〈平成30年８月から〉

ひと月の上限額
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

現

　役

　並

　み

一
　般

低
所
得
者

Ⅲ 課税所得690万円以上

Ⅱ 課税所得380万円以上 57,600円
80,100円

+（医療費-267,000円）×1％
〈多数回44,400円※2〉

57,600円
〈多数回44,400円※2〉

24,600円

15,000円
8,000円

Ⅰ 課税所得145万円以上

課税所得145万円未満※1

14,000円
（年間上限

14万4,000円）

Ⅱ 住民税非課税世帯

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

ひと月の上限額
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

167,400円+
（医療費－558,000円）×1％

〈多数回93,000円※2〉

80,100円+
（医療費－267,000円）×1％

〈多数回44,400円※2〉

252,600円+
（医療費-842,000円）×1％

〈多数回140,100円※2〉

57,600円
〈多数回44,400円※2〉

24,600円

15,000円
8,000円

18,000円
（年間上限

14万4,000円）

内　容 日　時 定員 費用

マイバッグ・
ショルダータイプ

8/8（水）
10：00～15：00 5人 無   料

木工・犬のパズル
8/22（水）
10：00～12：00 4人 100円

健康布ぞうり
8/24（金）
10：00～15：00 10人 100円

ガラスの
アクセサリー作り

（金具代は別途）

8/29（水）
10：00～12：00 10人 100円

適　用　区　分

高額療養費とは
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　介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院）に入所し
たときやショートステイ（短期入所生活介護、短期入所療養介護）を利用したときは、サービス費の1～
3割に加えて、食費、居住費（ショートステイの場合は滞在費）、日常生活費を本人が負担することが原
則ですが、低所得者の方には、食費と居住費（滞在費）の負担軽減を行っています。
　軽減を受ける場合には、申請が必要です。審査後、該当する方には「介護保険負担限度額認定証」を
交付します。有効期間は１年（8月1日～翌年7月31日）で、１年ごとに更新手続きが必要です。

・被保険者本人および配偶者名義の全ての通帳（①銀行名・支店・名義がわかるページ、②直近の記帳
があり、申請日から遡って過去2か月分の入出金取引が記入されたページ、③定期預金のページ、証書
も含む）の写しをとらせていただきます。

・その他預貯金以外の資産の写し（例：有価証券、投資信託、負債など）
・本人及び配偶者の印鑑、代理で申請される場合は代理人の印鑑も必要です。

※１　非課税年金収入とは、遺族年金（寡婦、かん夫、母子、準母子、遺児年金を含む）や障害年金などです。ただし、弔慰金・給
付金などは対象外です。

※２　対象となるのは、預貯金、有価証券、投資信託、その他の現金、負債（一般的な金銭の借入、住宅ローン等）などです。生命
保険、貴金属（時価評価額の把握が困難なもの）は対象外です。

※　従来型個室の（　）内の金額は、介護老人福祉施設に入所または、短期入所生活介護を利用した場合の額です。

•世帯全員及び配偶者（世帯分離している場合お
よび内縁関係にある場合も含む）が住民税非課
税で、老齢福祉年金を受給されている方

•生活保護等を受給されている方

保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

特定入所者介護サービス費（介護保険負担限度額認定）について
低所得の方が介護保険の施設サービスを利用したときは、食費と居住費等の負担軽減があります。

① 本人及び同一世帯の方すべてが住民税非課税であること。
② 本人の配偶者（別世帯も含む）が住民税非課税であること。
③ 預貯金等合計額が、単身者は1,000万円以下、配偶者がいる場合は夫婦で2,000万円以下であること。

◆利用者負担段階と負担限度額

利 用 者
負担段階 対　　象　　者

多床室従来型
個　室

ユニット型
個室的
多床室

ユニット型
個　　室

食　費

0円490円
（320円）490円820円300円

居住費（滞在費）
負担限度額（日額）

第１段階

（次の３つの要件すべてに該当する方です。）認定要件

問い合わせ 保健課　介護保険係 ☎72-3555

手続きに必要なもの

•住民税非課税で、本人の課税対象年金収入額
＋合計所得金額＋非課税年金収入（※1）が80
万円以下の方

370円490円
（420円）490円820円390円第２段階

•世帯全員及び配偶者(世帯分離している場合お
よび内縁関係にある場合も含む)が住民税非課
税で、本人の課税対象年金収入額＋合計所得金
額＋非課税年金収入（※1）が80万円を超える方

370円1,310円
（820円）1,310円

負担限度額なし

1,310円650円第３段階

第４段階

か
つ
、預
貯
金
等
が
単
身
で
１
，０
０
０
万
円

（
夫
婦
で
２
，０
０
０
万
円
）以
下（※

２
）

•上記以外の方
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※１　現役並みの所得 ………… 若年世代と同程度の所得がある方
※２　合計所得金額 …………… 収入から公的年金等控除や給与所得控除、必要経費を控除した後で、基礎控除や人的控除等

の控除をする前の所得金額をいいます。また、長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控
除を控除した額で計算されます。

※３　その他の合計所得金額 … ※2 の合計所得金額から、年金の雑所得を除いた所得金額をいいます。

保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

　介護サービスを利用した場合には、実際にかかる費用の一部（利用者負担割合分）を利用者が負担す
る必要があります。この負担割合は、これまでは１割又は一定以上の所得のある方は２割でしたが、介
護保険制度を今後も持続可能なものとし、世代内・世代間の負担の公平、負担能力に応じた負担となるよ
う平成30年８月から65歳以上で現役並みの所得のある方（※1）は３割になります。

現役並みの所得のある方は、
介護サービスを利用した時の負担割合が３割になります

利用者負担割合

問い合わせ 保健課　介護保険係 ☎72-3555

本人の
合計所得金額（※2）が
220万円以上

65

　歳

　以

　上

　の

　方

本人の
合計所得金額が
160万円以上
220万円未満

本人の
合計所得金額が
160万円未満

年金収入＋その他の合計所得金額（※3）の合計額が
単身世帯で340万円以上、または2人以上世帯で463万円以上 ３割負担

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で280万円以上340万円未満、または2人以上世帯で
346万円以上463万円未満

２割負担

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で280万円以上、または2人以上世帯で346万円以上 ２割負担

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で280万円未満、または2人以上世帯で346万円未満 １割負担

１割負担

※第2号被保険者（40歳以上65歳未満の方）、市区町村民税非課税の方、生活保護受給者は上記にかかわらず1割負担

問い合わせ

日　　時

場　　所

受　　付

内　　容

保健課 ☎72-3566

『受けようがん検診』標語募集について 今月の健康相談のご案内
８月６日（月） 

上記の健康相談日以外にも健康相談をお受け
します。お気軽にお問い合わせください。

船岡保健センター

９：30～10：30

健康相談・栄養相談

問い合わせ 保健課 ☎72-3566
応募期限 8月31日（金）

　皆さまの健康増進及びがん検診の受診率向上
を図るとともに、健康に対する意識を高めるため、
『受けようがん検診』をお題にした標語を募集し
ています。
　応募方法等、詳細につきましては町報6月号で
お配りしました応募用紙をご覧ください。
※応募用紙は町ホームページからも印刷できます。
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保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

電話・面談相談 ☎0857-26-2271 （代表）

申請窓口が１本化されました。

対象者

　鳥取県では、不妊や不育に悩む方がどなたでも気軽に相談できるよう「不妊専門相談センター」を開設して
います。みなさんが相談しやすいように様々な方法で対応しています。一人で悩まないで、まずは不妊専門相談
センターにご相談ください。

「鳥取県特定不妊治療費助成金交付事業」の交
付決定を受けられた方で、申請時において夫もし
くは妻のいずれか一方又は両方が町内に住所を
有し、継続して１年以上居住されている方。

助成内容
＜助成回数＞
⑴　新規助成に係る治療期間初日の妻の年齢が

40歳未満の場合 → 43歳未満の治療に対し
て通算６回まで

⑵　新規助成に係る治療期間初日の妻の年齢が
40歳以上の場合 → 43歳未満の治療に対し
て通算３回まで

＜助成金額＞
　上記⑴⑵ともに、上限50,000円（凍結胚を解
凍して胚移植を実施した場合は、上限25,000
円）助成
　※県の助成金を差し引いた額が上限額に満た

ない場合は、その額になります。

対象となる治療
特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）

※祝祭日及び12月29日～1月3日の年末年始を除く
※面接相談は事前に予約が必要です。代表で「不妊相談」

とお伝えください。　
※予約受付はメールや電話でお受けします。

※メール相談の返信は、パソコンから行いますので、迷
惑メール対策設定やドメイン指定受信設定をされて
いると、返信メールを受信できない場合があります。あ
らかじめ、設定を解除していただくか、ドメイン指定受
信設定で「pref.tottori.jp」を追加してください。返信が
届かない場合は、電話等でご確認ください。

※ご相談の内容によっては、回答までに時間がかかるこ
とがあります。

不妊・不育相談のお知らせ

　これまで、県と町それぞれに申請書の提出が必要でしたが、平成30年4月1日より申請窓口が１本となり、
町への申請書提出は省略されました。

八頭町不妊治療助成金交付事業について
　八頭町では、不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、不妊治療（体外受精及び顕微授精）に要する費
用の一部を、鳥取県の助成に上乗せして助成しています。また、今年度より人工授精費の助成をはじめます。

不妊治療費助成金交付事業のお知らせ

鳥取市保健所健康支援課健康長寿支援係
（さざんか会館２階） ☎ 0857-22-5695

保健課 ☎ 72-3566

鳥取県東部不妊専門相談センター
（鳥取県立中央病院内）

専門の医師・不妊症看護認定看護師が相談に
応じます。相談料は無料です。
https://www.pref.tottori.lg.jp/237099.htm

１．特定不妊治療助成金交付事業

○毎週火・金・土曜日  8:30～17:00
○毎週水・木曜日      13:00～17:00（電話・メールのみ）

ＦＡＸ・メール相談（24時間受付）

FAX 0857-29-3227
電子メール：funinsoudan@pref.tottori.jp

対象者
「鳥取県人工授精助成金交付事業」の交付決定
を受けられた方で、申請時において夫もしくは妻
のいずれか一方又は両方が町内に住所を有し、
継続して１年以上居住されている方。

助成内容
人工授精に要した費用の２割（1円未満切捨）と
し、通算２か年度まで助成

対象となる治療
人工授精による不妊治療

２．人工授精費助成金交付事業

【鳥取県特定不妊治療費助成金交付事業等
 　　　  に関するお問い合わせ・申請窓口】

【八頭町不妊治療費助成金交付事業等
　　　　　　　　  に関するお問い合わせ】
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保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574

•調理の際、生肉、魚、卵を扱ったら手や包
丁、まな板などの調理器具をよく洗いま
しょう。

•冷蔵庫で保管する場合は肉、
魚の汁が他の食品につかな
いようにしましょう。

検 診 日 ８月９日（木） 

持 ち 物

八東庁舎前 9:00 ～   9:10

細見地区生活改善センター 9:20 ～   9:30

用呂スポーツ広場 9:40 ～   9:50

日田構造改善センター 10:00 ～ 10:10

皆原婦人の家 10:20 ～ 10:30

三浦スポーツ広場前 10:45 ～ 10:55

岩渕公民館 11:05 ～ 11:15

中央人権啓発センター 13:30 ～ 13:40

横田スポーツ広場前 13:50 ～ 14:00

安部駅 14:10 ～ 14:20

安部地区公民館 14:30 ～ 14:40

小別府スポーツ広場前 14:50 ～ 15:00

時　　間場　　所

　結核・肺がん、大腸がん検診の巡回検診を行
います。

•がん検診受診券（5月下旬に郵送していま
す。紛失した場合は保健課へお問い合わせ
ください。）

※当日、受診券がないと検診を受けられません。
•肺がん（結核）巡回検診問診票
•大腸がん巡回検診問診票
※問診票は必ず記入のうえご持参ください。

夏場の食中毒に注意しましょう！
～８月は『食品衛生月間』です。～

巡回検診（結核・肺がん、大腸がん検診）

問い合わせ 保健課 ☎72-3566

問い合わせ 保健課 ☎72-3566

健康講座のご案内

食中毒予防の３原則
「つけない」「増やさない」「やっつける」
１．つけない

•残った食品は放置せず、早く冷えるよう浅
い容器に小分けして保存し、早めに食べき
りましょう。

•冷蔵庫や冷凍庫はドアの
開閉を少なくし、詰めす
ぎや、長期間の保存に注
意 し 、 古 い も の は 思 い
切って捨てましょう。

２．増やさない

•食品は十分に加熱しましょう。厚い肉や魚の
場合、切り込みを入れたり、中心までしっか
り加熱ができているか確認しましょう。

•包丁やまな板、ふきんなどは
　熱湯や台所用漂白剤で
　消毒しましょう。

３．やっつける

日　時

会　場

内　容

８月３日（金）
14：00～15：00（受付13：40～） 

＊参加無料・申込不要　＊出前図書館も来ます。

郡家保健センター（八頭町宮谷254-1）

講 演　「胃がんの早期発見と治療について」
講 師　鳥取生協病院
　　　　医師　宮﨑　慎一　氏

日　　時

会　　場

内　　容

８月22日（水）
19：00～20：00（受付18：45～） 

＊参加無料・申込不要

郡家保健センター（八頭町宮谷254-1）

講 演　「健診の重要性と健診後の生活」
講 師　尾崎医院
　　　　医師　尾﨑　眞人　氏
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8月の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

1 水
さわやか体操教室 （１部）  9：45～10：45

（２部）10：45～11：45 郡 家 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

検診結果相談会 （受付）13：30～13：50 中央人権啓発センター
（ 八 東 地 区 公 民 館 ） 6/26、6/27検診受診者

2 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

５歳児健康診査 個人の通知でお知らせします。 郡 家 保 健 セ ンター H25.　6.20～H25.　8.　5生

3 金 健康講座 （受付）13：40～
　　　14：00～15：00 郡 家 保 健 セ ンター 一般

6 月 健康相談 （受付）  9：30～10：30 船 岡 保 健 セ ンター 一般

7 火
ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八 東 保 健 セ ンター 一般
集団検診 （受付）  8：30～10：00 船 岡 地 区 公 民 館 検診案内チラシをご覧ください

8 水 集団検診 （受付）  8：30～10：00 船 岡 地 区 公 民 館 検診案内チラシをご覧ください

9 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

巡回検診 9：00～15：00 八 東 地 域 検診案内チラシをご覧ください
10 金 検診結果相談会 （受付）13：30～13：50 八 東 保 健 セ ンター 7/9、7/10検診受診者

20 月 認知症の人と家族のつどい 13：30～15：30 郡 家 保 健 セ ンター 認知症の方を介護している
家族の方など

21 火 集団検診 （受付）  8：30～10：00 船 岡 保 健 セ ンター 検診案内チラシをご覧ください

22 水

さわやか体操教室 10：45～11：45 船 岡 保 健 セ ンター 一般
検診結果相談会 （受付）13：30～13：50 八東体育文化センター 7/24、7/25検診受診者

健康講座 （受付）18：45～
　　　19：00～20：00 郡 家 保 健 セ ンター 一般

23 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

2歳児歯科健康診査 （受付）12：45～13：00 郡 家 保 健 セ ンター H28.　4.　1～H28.　6.　1生

28 火
ゆるやか体操教室 10：45～11：45 郡 家 保 健 セ ンター 一般

幼児食講習会 （受付）10：00～
　　　10：15～12：30 郡 家 保 健 セ ンター H29.　4.23～H29.　7.28生

30 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

３歳児健康診査 （受付）12：30～12：45 郡 家 保 健 セ ンター H27.　7.　6～H27.　8.30生

31 金
集団検診 （受付）  8：30～10：00 大 江 地 区 公 民 館 検診案内チラシをご覧ください
育児相談 13：30～15：00 郡 家 保 健 セ ンター H30.　5.28～H30.　6.30生

9月上旬の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象
3 月 健康相談 （受付）  9：30～10：30 八 東 保 健 セ ンター 一般
4 火 集団検診 （受付）  8：30～10：00 隼 水 泳 会 館 検診案内チラシをご覧ください

5 水
集団検診 （受付）  8：30～10：00 隼 水 泳 会 館 検診案内チラシをご覧ください

さわやか体操教室 （１部）  9：45～10：45
（２部）10：45～11：45 郡 家 保 健 セ ンター （１部）64歳以下

（２部）65歳以上

6 木
水中運動教室 （１部）  9：45～10：30

（２部）10：45～11：30 八 東 保 健 セ ンター （１部）64歳以下
（２部）65歳以上

６か月児健康診査 （受付）12：45～13：00 郡 家 保 健 セ ンター H30.　1.20～H30.　3.　6生

7 金
離乳食講習会 （受付）  9：15～

　　　  9：30～11：30 郡 家 保 健 セ ンター H29.10.28～H29.12.　7生
H30.　4.　7～H30.　5.25生

検診結果相談会 （受付）13：30～13：50 船 岡 地 区 公 民 館 8/7、8/8検診受診者

10 月 認知症の人と家族のつどい 13：30～15：30 郡 家 保 健 セ ンター 認知症の方を介護している
家族の方など

保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555　／ FAX 72-3565
地域包括支援センター ☎72-3574
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男女共同参画センター ☎84-2361 ／ FAX 84-2362
八頭町徳丸 578-1

男女共同参画リーダー研修を開催しました

「災害被災者は何に困る？」
～減災のためにできること～

地震、大雨、台風、土砂崩れ・・・
命をも奪ってしまう災害が後を絶ちません。
私は何に困るのでしょうか？
お隣の方はどんな困りごとがあるでしょうか？

　私たちがいち早く安全を確保するために、どんな

ことが不安で、どんなことを助けてほしいと思うの

か、ワークショップでいっしょに考えてみましょう。

　また、８月26日実施の八頭町防災訓練に併せ

て、８月20日～８月31日まで男女共同参画セン

ター「かがやき」にて防災

グッズの展示を行います。実

際の防災グッズを手に取っ

てみていただき、防災の備

えの参考にしてみませんか。

　６月９日（土）男女共同参画リーダー研修を開催しました。
　女性 20 名、男性２名の合計 22 名で、川西市市民活動センター・男女共同参画センター「パレットか
わにし」を訪問し、三井ハルコ所長にお話を伺いました。
　「パレットかわにし」は市民活動センター、男女共同参画センターが併設されており、様々な団体や多
世代が集う施設となっています。誰でも気軽に立ち寄って相談したり、お互い気兼ねなく意見を言い合え
る雰囲気作りを心掛けておられました。また、利用
者同士が意見を出し合ってルールを決める利用
者による自治『利用者自治』、団体や人を繋ぐネッ
トワーク作りなど、利用者の自主的な活動や交流
を促進する働きかけを大切にしていると話されて
いました。研修や講座などの情報発信がしやすい
環境作りの大切さも学び、参加者は熱心に話を聞
き、刺激を受けた研修になりました。

日　　時

会　　場

内　　容

講　　師

参 加 費

対 象 者

募集期限

定　　員

申し込み・問い合わせ
八頭町男女共同参画センター「かがやき」

☎84-2361　FAX 84-2362

８月21日（火）　19：00～20：30
男女共同参画センター「かがやき」

ワークショップ

とっとり震災支援連絡協議会事務局長
　　　　　　　　　佐藤　淳子 さん

無料（託児あり：無料）

講座に興味のある方

20 名

８月14日（火）
※定員になりしだい締め切らせていただきます。
　電話かＦＡＸでお申込みください。

参加者
募集

かがやき広場
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　６月16日（土）に、淺見真子さん、樫村ふみ代さんを
お迎えし、親子で『キッズビクス』を楽しみました。
『キッズビクス』では、ミュージック・ケアを用いて体を
動かしたり、親子で触れ合い遊びを楽しんだりします。今
回は、土曜日の開催だったので、仕事が休みのお父さんや
保育所に通っている子ども達も集まり、音楽を通して親子
でしっかり触れ合って遊ぶ良い機会になりました。

ぴょんぴょんクラブ 八頭町子育て支援センター ☎72-3345
八頭町郡家殿 282-2

8 月の主な行事

　みんなで、ヨーヨーつりをしたり、水鉄
砲で遊んだり、色々なお楽しみがありま
す。ぜひ、遊びに来てください。

日　　時

場　　所

８月30日（木）
10:30～（要予約）

子育て支援センター

お父さんも一緒に体を動かそう！『キッズビクス』を開催しました

　６月13日（水）に、子育て支援センターの親子14
組で、バスに乗って真教寺公園に出かけました。
　公園では、うさぎやモルモットが出迎えてくれ、早
速触れ合いを楽しみました。うさぎやモルモットを優
しくなでてあげたり、ゆっくり近づいてくるヤギに餌
をあげたり、子ども達も興味津々のようでした。
　天気が心配されましたが、お昼には青空が見え、心
地良い風に吹かれながら、外で気持ちよくお弁当を食
べることができました。

バスに乗って出かけたよ！動物触れあい体験

日　時 内　　容 会　場

２ 木 10:30
～

６ 月 10：30
～

『キッズビクス』（要予約）
講師　淺見　真子さん
☆動きやすい服装でお越しください。

子育て支援
センター

子育て支援
センター

９ 木

10：30
～

誕生会＆すいかわり
☆みんなで8月生まれのお友達を
お祝いしましょう。

30 木 10：30
～

『ミニミニ夏祭り』
(要予約）

わらべ館おもちゃ教室（要予約）
工作指導　薮田　道男さん（木工作）
☆乳幼児向けの工作です。

男女共同
参画センター
かがやき

子育て支援
センター

子育て支援
センター

21 火

10：30
～

『ヨガ体操』（要予約）
講師　西田　麻衣さん
☆動きやすい服装でお越しください。

☆水遊びは８月10日まで実施しています。
　詳しくは、ぴょんぴょんクラブ便りを
　ご覧ください。
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みんなの図書館

こわい昔話の会こわい昔話の会 新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

１　幸腹な百貨店３　催事場で蕎麦屋呑み 秋川　滝美
２　父子ゆえ 梶　よう子
３　あやかし 畠中　恵ほか

４　青嵐の坂 葉室　　麟
５　コンパニオンプランツの野菜づくり 木嶋　利男
６　恐竜トリケラトプスはじめてのたたかい 黒川みつひろ

郡家図書館  八頭町宮谷 256-4 ☎72-6660
船岡図書館  八頭町船岡 539-1 ☎72-3970
八東図書館  八頭町北山 48-1　☎84-6622
http://www.town.yazu.tottori.jp/library/index.html

携帯電話・スマートフォンはこちらから

好きな本　読める今に　感謝して（池本剛）

　こわい昔話の語りを行います。涼しくなりたい方、こわ
いおはなしがお好きな方、ぜひお越しください。

桝田美穂子さん　岸本靜枝さん
８月３日（金） 10：30～11：00
船岡地区公民館　１階　展示室　

船岡図書館

※参加費無料・申込不要
　どなたでも参加できます。　

おはなしを聞いたあとは、
短冊に願いごとを書いて、
笹につるしましょう。　

郡家図書館

１　噛みあわない会話と、ある過去について 辻村　深月
２　毒花伝　口中医桂助事件帖 15 和田はつ子
３　至福のキャラメルスイーツ 若山　曜子
４　伯耆大山　神宿る山の博物誌 武並　完治
５　世界を変えた 100 人の女の子の物語 エレナ ファヴィッリ
６　みてみて！ 小西貴士　写真

船岡図書館

１　破滅の王 上田早夕里
２　宇喜多の楽土 木下　昌輝
３　ののはな通信 三浦しをん
４　医者からもらった薬がわかる本 2018-2019 年版
５　おかんメールリターンズ 『おかんメール』制作委員会
６　未来のミライ 細田　　守

八東図書館

８月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

おはなし会　※申し込み不要・大人も入れます

郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

８月18日(土)
11：00～11：30
14：30～15：00

８月３日(金)
こわい昔話の会
10：30～11：00

８月12日(日)
10：30～11：00
14：00～14：30

　　　　　　　　 １ ２ ３ ４ 
５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
12 13 14 15 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28 29 30 31 

としょかん川柳

▼

七夕・ほしのおはなし七夕・ほしのおはなし
八東図書館　おはなしを楽しむ会②

貸出期間の延長ができます貸出期間の延長ができます

「返す日になったけど、まだ読めていない、
続きが読みたい」こんなときには

語り手
日　時
場　所

８月５日（日） 10：30～11：00
八東図書館

星の銀貨（グリムの昔話）
北斗七星（トルストイの民話）
ふしぎなたいこ（日本の昔話）

薮田幸枝さん（おはなしろうそくの会）
図書館司書　

日 時
場 所

内 容

語り手

・借りている図書・雑誌などは延長（２週間）が
　１回だけできます。
・予約が入っている場合は延長ができません。
・１回延長したが、また借りたい場合は、1週間
　空けてください。　

問い合わせ
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公民館だより 八頭町中央公民館 ☎72-3113 ／ FAX 72-3488
〒680-0463　八頭町宮谷 80 番地

パソコン講座受講生 人材活用事業を
　　使ってみませんか？

子どもシアター〈8月〉

　パソコン講座を次の日程で開催します。Wordと
Excelの基本的な使い方を、講師の先生から学べ
ます。お気軽にご参加ください。

　婦人会や子ども会などで、様々な知識や技能を持
つ八頭町内の人材を講師として学習会等を開催し
た場合、講師謝金の助成を行っています。ぜひご利
用ください。

詳しくは、中央公民館（☎72-3113）までお問い合わ
せください。(月曜・祝日休館）

　 6 月 22 日（金）に、八東体育文化センターで八頭町高齢者大学

の合同開校式が行われました。

　今年度は、郡家ふれあい大学、船岡竹林カレッジ、八東シニア大

学あわせて 225 名の学生の皆さんが入校されました。

　併せて開催した第１回学習会は、田英人八頭町長に「4 年間

の歩みと今後の町政」というテーマで講演をしていただきました。

地方創生や企業誘致などの成果をはじめ、引き続き取り組む課題

などについて詳しく紹介していただき、学生の皆さんも真剣に聞き

入っておられ、良い大学生活のスタートを切ることができました。

高齢者大学は途中入校もできますので、興味のある方は
中央公民館（☎72-3113） までお問い合わせください。

火・木曜日 / 各講座 6 回

入  場  料

開  催  日

会　　場

時　　間

定　　員受  講   料

申込期限

申込み先

18：30～20：30

中央公民館

無料　　　　　　　　14名程度

8 月 17 日（金）

中央公民館（☎72-3113 月曜・祝日休館）

日　　時
場　　所

映　　画

中央公民館　2 階視聴覚室

8 月 12 日（日）  10：00 ～ 11：40
無料

劇場版ポケットモンスター
「キミにきめた！」

対　　象 八頭町民を中心とする団体で、地域等で
自主的な活動を行っている団体（各集落
婦人会・子ども会・グループ等）

利用方法 ①開催決定後に『実施申請書』を提出し
てください。

②開催終了後に『謝金請求書』と『実施報
告書』を併せて提出してください。

利用回数 １団体の年間利用回数は原則１回です。

助  成   額 １回につき講師謝金として上限 5,000
円を講師に支払います。

そ  の   他 講師への依頼は団体が行ってください。

募 集 募 集

Word講座

文字の入力・表の作成
文章の作成・文章の印刷　など

9月20日（木）、25日（火）、27日（木）  

10月2日（火）、4日（木）、9日（火）  

Excel講座

データの入力・数式の入力
表の作成・文書の印刷　など

10月11日（木）、16日（火）、18日（木） 

10月23日（火）、25日（木）、30日（火）  

大学生集う  八頭町高齢者大学開校！
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平成31年成人式対象者（八頭町の
出身又は町内に在住している平成
10年４月２日～平成11年４月１
日の間に生まれた方）で、継続して
実行委員会に参加可能な方（４～
５回開催予定）

〒680-0601　八頭町北山63-1
八頭町教育委員会事務局　社会教育課
☎ 84-1232　 FAX 84-1201
電子メール：seijinshiki@town.yazu.tottori.jp

住所、氏名、生年月日、電話番号を
明記のうえ、郵送、FAX、電子メール
等で下記の応募先までご連絡くだ
さい。
10名程度（応募者多数の場合は、
教育委員会事務局で選定）
８月31日（金）

お知らせ
Information

入 札 結 果

平成31年八頭町成人式の実行委員募集
　今年度の成人式を、平成 31 年１月３日（木）
に八東体育文化センターで開催します。
　つきましては、成人式の企画・運営を行う実
行委員を募集します。一生に一度の成人式を自
分たちの手で思い出深いものにしませんか？

第5回定例農業委員会の開催について

※申請書は、毎月20日までに提出してくださ
い。翌月の定例農業委員会で審議します。

開 催 日 ８月10日（金） 13：30～
開催場所 船岡地区公民館

町長交際費のお知らせ
　平成30年4月から6月までの町長交際費は次
のとおりでしたのでお知らせします。

　香典、花輪については、「八頭町弔事に関す
る要綱」（平成17年３月31日告示第２号）によ
るものです。

支出内容 （円）
月 内　　容 支出額

４月 年金者連盟八頭町八東分会総会（お祝い）
　　　　　　　　　　  ほか計10件 37,800

〃 いすみ鉄道視察訪問手土産 1,836

船岡地域春季慰霊祭（お供え） 3,780〃

ドーンデザイン研究所訪問手土産 4,800〃
額縁　叙勲 20,469〃
東海鳥取県人会総会・景品ほか 21,728〃

農業組合法人やまのうえ総会（お祝い）
　　　　　　　　　　　ほか計6件 22,680５月

北岡本店訪問手土産 4,320〃
香典 5,000〃

北岡本店常務来庁お土産 2,160〃

中国四国農政局訪問手土産 4,320６月

中国ブロック国土調査推進協議会
意見交換会会費 5,000〃

刈払機（草刈機）の使用中の事故にご注意を！
　夏場は刈払機を使う機会が多くなります。
刈払機は、手軽に使える便利な機器ですが、
使用中は鋭利な刈刃が高速で回転するため、
慎重に取り扱わないと重篤なけがにつながる
危険があります。
　刈払機を使う際は、ヘルメット、保護メガ
ネや防振手袋など、保護具を装着し、半径15
ｍ以内に人がいないか確認して作業するよう
にしましょう。

応募資格

応募方法

応募人員

応  募  先
応募期限

提出先・問い合わせ 農業委員会事務局
 ☎ 76-0207

入 札 日

委 託 業 務 名

委託業務場所

所 管 課

落 札 金 額

落 札 業 者

平成30年6月5日（火）

建設課

12,528,000円（税込）

西谷技術コンサルタント株式会社 鳥取支社

平成30年度町道橋梁点検業務

八頭郡八頭町橋本　外

入 札 日

工 事 名

工 事 場 所

所 管 課

落 札 金 額

落 札 業 者

平成30年6月19日（火）

町道横田1号線改良工事（2工区）

八頭郡八頭町横田

建設課

27,000,000円（税込）

株式会社 竹内組

入 札 日

工 事 名

工 事 場 所

所 管 課

落 札 金 額

落 札 業 者

平成30年6月19日（火）

町道殿西谷線道路改良工事（1工区）

八頭郡八頭町西谷

建設課

12,204,000円（税込）

有限会社 中田組
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Information
平成30年度 八頭町職員採用資格試験平成30年度

鳥取県東部広域行政管理組合
職員（消防職）採用試験

１　試験区分
［消防職］組合の消防局・消防署の機関に勤務

し、消防業務に従事します。

【一般事務職】
　　八頭郡、鳥取市、岩美町の在住者又は出身

者で、平成元年4月2日から平成13年4月1日ま
でに生まれた者

【一般事務職（高校新卒枠）】
　　八頭町在住者又は出身者で、平成31年3月

までに高等学校を卒業する見込みの者
【保育士】
　　八頭郡、鳥取市、岩美町の在住者又は出身

者で、保育士及び幼稚園教諭の資格免許を有
するか平成31年3月31日までに取得する見込
みのある者で、昭和58年4月2日から平成11年
4月1日までに生まれた者

【社会福祉士】
　　八頭郡、鳥取市、岩美町の在住者又は出身

者で、社会福祉士の資格を有するか平成31年
3月31日までに取得する見込みのある者で、昭
和58年4月2日以降に生まれた者

【土木技師】
　　鳥取県内の在住者又は出身者で、測量士

補、測量士及び土木施工管理技士2級のうち
いずれかの資格を有するか平成31年3月31
日までに取得する見込みのある者で、昭和58
年4月2日以降に生まれた者

２　受験申込受付期間
　　７月23日（月）～8月24日（金）
　　　　　　　　　　17時15分必着

４　第１次試験概要

５　申し込み・問い合わせ

３　受験案内・受験申込書配布場所
　　鳥取県東部広域行政管理組合事務局総務

課、消防局消防総務課及び鳥取県東部各市町
役場又は本組合ホームページ
※本組合ホームページから受験申込みをする

こともできます。

※その他受験資格要件有り
※区分⑴、区分⑵とも同一の試験を行います。

なお、平成31年３月に高等学校を卒業見込
みの人は、申込み時に区分⑴、区分⑵のいず
れかを選択してください。

　八頭町では、平成31年度採用予定の下記職種
の職員採用資格試験を次のとおり実施します。

平成４年４月
２日から平成
13年４月１日
までに生まれ
た人

平成31年３月
に高等学校を
卒業見込みの
人

鳥取県東部広域行政管理組合事務局総務課
 ☎ 0857-20-0119
※詳細は受験案内又は本組合ホームページ
　（http://www.east.tottori.tottori.jp）を
　ご覧ください。

問い合わせ 総務課 ☎ 76-0201

採用予定者数

区　　分 区分 ⑴
［一般枠］

区分 ⑵
［高校新卒枠］

９人程度 ２人程度

年齢等要件

教養試験（高校卒業程度）、
体力試験、適性検査

教養試験（択一式）、
専門試験（択一式）、作文試験等試験内容

公立鳥取環境大学
（鳥取市若葉台北一丁目１番１号）

実施場所

一般事務職、一般事務職（高校新卒枠）、
保育士、社会福祉士、土木技師

職　　種

受験資格

９月16日（日）実施期日
８月16日（木）17時必着受付期限

９月16日（日）試  験  日

試験内容

公立鳥取環境大学
※本年度から試験会場を変更しています。

会　　場

第１次試験

口述試験

10月下旬～11月上旬
※日時及び会場は第1次試験合格者
　通知の際にお知らせします。

試  験  日

試験内容

八頭町役場総務課、各庁舎住民課
申込用紙配布場所

第２次試験
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Information

　近年、外来生物であるヌートリアとアライグマ
による、農作物等への被害拡大が心配されてい
ます。
　つきましては、下記の日程で講習会を開催し
ますので、受講希望の方は、事前申し込みをお願
いします。
※過去に受講された方は、今回、受講の必要は

ありません。
※狩猟免許を所持していない方でも講習会を受

講していただければ捕獲することができます。

消費税法の改正に対応した
軽減税率制度説明会

　消費税法の改正に伴い、平成31年10月から
実施される「消費税の軽減税率制度」の説明会
を次のとおり開催します。

ケーブルテレビをご覧の皆様へ
やずチャンネル（11ch）

8月放送予定新番組

＊第14回 八頭町きらめき祭
＊第10回 隼駅まつり

会　　場 時　間 定　員

八頭町
中央公民館 100名15時10分～

日　程

９月５日㈬

50名13時30分～９月19日㈬

鳥取県
東部庁舎
５階講堂

鳥取
商工会議所
５階大会議室

各108名
11時10分～
及び

15時10分～

９月11日㈫
及び

９月12日㈬
行政書士会無料相談

日　　時 ８月11日（土） 10：00～15：00
会　　場 県立図書館２階　小研修室

http://www.yurugp.jp

問い合わせ 鳥取県行政書士会事務局
☎0857-24-2744

問い合わせ 鳥取税務署　法人課税第一部門
 ☎0857-77-2274

　相続・遺言、成年後見、帰化・在留許可等の手
続きなど（行政書士対応）

申し込み・問い合わせ

「やずぴょん」に1票をお願いします
　八頭町マスコットキャラク
ター「やずぴょん」は、今年
もゆるキャラグランプリにエ
ントリーしています。
　昨年の投票結果は215位で
したが、ゆるキャラ縄跳び選
手権　他力の部で1位となり
ました。今年もさらに上位を
目指してがんばっています。
　投票は以下の日程で行われ

ますので、やずぴょんへの1票をよろしくお
願いします。

八頭町中央公民館
９月３日（月） 13：30～15：30

産業観光課 ☎76-0208

ヌートリア・アライグマ
防除実施講習会

会　　場
日　　時

８月１日（水）10：00
～11月９日（金）18：00

投票期間

ゆるキャラグランプリ HP

八頭町ケーブルテレビにご加入を
新築住宅限定加入キャンペーン

⑴ 加入手数料（10,800円）が 無料。

⑵ケーブルテレビの利用料（756円／

月）が、９月末まで無料！
＊新築住宅の新規申し込みは、八頭町役場で

お申し込みください。

＊宅内工事は、別途工事費（実費）が必要です。

申し込み・問い合わせ
全関西ケーブルテレビジョン

フリーダイヤル　☎ 0120-968-138（平日 9:30 ～ 17:30）

企 画 課　☎ 76-0212（平日 8:30 ～ 17:15）

平成30年
９月末まで

投票は
こちらから
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Information
空き家バンク登録のお願い

　八頭町では空き家等の有効活用を通して、定
住人口の増加を図り、地域の活性化につなげて
いくことを目的に空き家バンク登録制度を設け
ています。
　これは町内の賃貸・売却ができる空き家を町
の空き家バンクに登録していただき、その物件を
移住者など住居をお探しの方へ情報提供するも
のです。町内に空き家をお持ちの方で、空き家を

「貸しても良い」「売っても良い」という方の登録
をお待ちしています。

八頭町タクシー利用費助成について

地方創生室 ☎ 76-0213

住宅リフォーム等
改修費用の一部を助成します

⑴住宅の新築、修繕、補修及び増改築工事
⑵壁紙の張り替え、屋根又は外壁の塗り替え

等の住宅の模様替えのための工事
⑶その他、当該住宅に附属する設備等で必要

と認められるもの
※上記対象事業の工事請負金額が50万円以

上のもの、及び町内に事業所を有する法人
または個人にその工事を依頼する場合に
限る。

①65歳以上の方で乗用車の運転免許証をお
持ちでない方

②身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者福
祉手帳をお持ちの方及び介護保険の認定
を受けられている方

タクシー料金の３分の２を助成。
ただし、最低個人負担額は300円、最高個人
負担額1,000円です。

年間100回まで。
ただし、年度中途で申請された方は、残りの週
数に２を乗じた回数です。

①印鑑
②保険証等本人確認が出来るもの
③各種障害者手帳・介護認定されている方は

介護保険証

①各種障害者手帳をお持ちの方及び介護保
険の認定を受けておられる方は、タクシー
チケットがない方と同乗していただけます
が、それ以外の方はタクシーチケットがな
い方との同乗はできません。

②買い物等で利用される場合は、買い物中に
タクシーを待たせることはできませんので、
ご了承ください。

以下に掲げる要件をすべて満たす方
⑴次のいずれかの世帯に該当
○若者世帯・・・世帯員のいずれかが40歳以

下の夫婦のみの世帯
○子育て世帯・・・18歳以下の子どもを養育

する世帯
○多世代同居世帯・・・いずれかが40歳以下

の夫婦でその親等と同居する世帯
⑵補助金の交付を受けてから5年以上町に
定住しようとする場合
⑶市町村税を完納していること

問い合わせ

問い合わせ 地方創生室 ☎ 76-0213問い合わせ 企画課 ☎ 76-0212

対象事業

対  象  者

助  成  率

利用回数　

申請に必要な書類

利用時の注意事項

対  象  者

補助金額
事業費の30％の額（千円未満切捨て）とする。
※上限30万円

UDタクシーもご利用ください
　UD（ユニバーサルデザイン）タクシー
とは、健康な方はもちろんのこと、足腰の
弱い高齢者、車いす使用者、ベビーカー
利用の親子連れ、妊娠中の方など、誰も
が利用しやすい“みんなにやさしい新し
いタクシー車両”です。誰もが普通に使え
る一般のタクシーで、運賃料金も一般の
タクシーと同様です。
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Information

農地を守りましょう！
今年も農地パトロールを実施します
　近年、農業者の高齢化や担い手不足等に伴い
耕作放棄地が増加する傾向にあります。雑草の
繁茂や病害虫の発生による周辺農地への悪影
響が懸念されています。農地を一旦遊休地化さ
せてしまうと、耕作可能に復元するには大きな労
力と費用を要します。休耕される場合でも草刈や
定期的な耕うんを行い、適正に管理されますよう
お願いします。
　また、農業委員会では、優良農地の確保と遊
休農地・違反転用の発生防止及び実態把握と解
消のため、各地区の担当農業委員・農地利用最
適化推進委員が農地パトロールを行います。
　農地パトロールによって確認した遊休農地に
ついては、農地所有者等に今後の管理の意向を
調査し、遊休農地解消へ向けた活動及び非農地
にむけた取り組みへ役立てていきます。

電
力
の
契
約
先
変
更
は
慎
重
に

　
平
成
28
年
４
月
よ
り
、電
力
小
売
り

の
全
面
自
由
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。自

由
化
に
よ
っ
て「
新
電
力
会
社
」「
ガ
ス

会
社
」「
石
油
会
社
」等
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

係
の
会
社
も
電
力
の「
販
売
」を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　
新
た
な
事
業
者
の
参
入
も
あ
る
中
、

苦
情
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】

　
電
話
が
あ
り
、「
現
在
契
約
し
て
い
る

電
力
会
社
の
子
会
社
で
あ
る
。基
本
料

金
が
20
％
安
く
な
る
の
で
検
針
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
、お
客
様
番
号
な
ど
を
教
え

た
と
こ
ろ
、知
ら
な
い
会
社
と
契
約
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

【
事
例
２
】

　
電
力
会
社
か
ら
、自
社
に
契
約
を
切

り
替
え
れ
ば
安
く
な
る
と
い
う
説
明
を

受
け
、切
り
替
え
ま
し
た
が
、以
前
に
比

べ
料
金
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

元
の
電
力
会
社
に
連
絡
を
し
ま
し
た

が
、い
っ
た
ん
契
約
を
解
約
す
る
と
元

の
プ
ラ
ン
に
は
戻
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
訪
問
販
売
、電
話
勧
誘
販
売
で
契
約

を
し
た
場
合
で
あ
れ
ば
、契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
数
え
て
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ
り
、

契
約
解
除
が
で
き
ま
す
。

■
大
手
電
力
会
社
や
そ
の
関
係
会
社
で

あ
る
と
装
っ
て
、悪
質
な
営
業
活
動
を

行
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。不

審
に
思
っ
た
時
に
は
、直
接
大
手
電
力

会
社
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
確
認
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
一
度
契
約
を
解
除
す
る
と
そ
の
料
金

メ
ニ
ュ
ー
を
再
度
契
約
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。契
約

の
切
り
替
え
を
検
討
す
る
際
に
は
、契

約
を
切
り
替
え
た
場
合
に
有
利
と
な
る

か
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

八
頭
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
丹
比
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
84

－

1
2
3
0

問い合わせ 農業委員会事務局 ☎76-0207

農地転用には許可が必要です
　農地の転用には農業委員会を経て県知事の
許可が必要となります。自分の農地に住宅・墓地
等を建てる場合も許可が必要です。

○農地の転用とは
　　農地を山林や道路、墓地、宅地、駐車場、資

材置場など農地以外の用地に変更することで
す。また、農地の一部を転用したり、砂利採取
や残土置き場など一時的に農地として使用し
ない場合も転用に該当します。

○対象農地は
　　すべての農地が対象となります。（農地区分

や転用内容によっては許可できない農地もあ
ります。）

○許可申請の手続きは
　　転用の手続きには、申請書のほかに各種添

付書類が必要ですので、事前に農業委員会事
務局へお尋ねください。

農業委員会事務局
☎76-0207

は
い
！
こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
員
で
す

問い合わせ

◆YAZU2018.827



まちの話題
話題・情報は地方創生室へ
TEL 76-0213　FAX 76-0217

e メール　yazu-kouhou@town.yazu.tottori.jp

Topic of town

　

Topic of town

移
住
定
住
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
船
岡
竹
林
公
園
で
７
月
14
日（
土
）に
、テ

レ
ビ
な
ど
で
ご
活
躍
の
矢
澤
秀
成
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
、ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
育
て
る
育

種
寺
子
屋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
４
回
講
座
の
第
１
回
目
で
、世

界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｙ
ａ
ｚ
ｕ
ペ

チ
ュ
ニ
ア
を
つ
く
る
た
め
、交
配
の
作
業
を

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
交
配
し
た
ペ
チ
ュ
ニ
ア
は
、８
月

に
種
ま
き
を
し
、秋
に
は
や
ず
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博

物
館
に
植
栽
さ
れ
ま
す
。

ペ
チ
ュ
ニ
ア
の

育
種
寺
子
屋
を
開
催

　毎年８月上旬に、全国から「隼ライダー」などのバイクのライダーた
ちが八頭町を目がけて来られます。ライダーの仲間内では全国的な
知名度を有する「隼駅まつり」に参加するためです。
　隼駅まつりが開催される日にちの辺りでは、八頭町内のいたる所で
ライダーの姿を見かけます。まつりが定着しつつある今日、町内をラ
イダーたちが走る姿は夏の風物詩と言えます。
　今年で第10回を迎える隼駅まつりですが、全国のライダーたちは
その日が来るのを心待ちにしていることでしょう。

八頭町ふるさと百景 ～八頭町内を走るライダーたち～

「やずナビ」ホームページ
〈http://yazukanko.jp〉をご覧下さい。 

東部地区大会で優勝した船岡地区第１分団

センターの看板を掲げる田町長（左）と
㈱シーセブンハヤブサ古田社長（中）、

諸岡移住定住専門員（右）

八東地区第１分団

　
第
49
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
鳥
取

県
大
会
が
６
月
30
日（
土
）、三
朝
町
で
開

催
さ
れ
、八
東
小
学
校
の
児
童
８
名（
田
畑

結
渚
さ
ん
、藤
田
さ
ち
さ
ん
、飯
田
愛
和
さ

ん
、樋
引
美
菜
穂
さ
ん
、竹
内
優
貴
さ
ん
、

道
端
晴
也
さ
ん
、木
原
駿
さ
ん
、藤
田
紗
那

さ
ん
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　
団
体
の
部
で
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、Ｂ
チ
ー

ム
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。ま
た
個
人

の
部
で
も
道
端
晴
也
さ
ん
が
優
勝
、竹
内
優

貴
さ
ん
が
準
優
勝
と
非
常
に
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
Ａ
チ
ー
ム
は
、８
月
８
日

（
水
）に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
７
月
17
日（
火
）に
八
頭
町
移
住
定
住
セ

ン
タ
ー
が
、隼
Lab.
の
２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
今
年
度
か
ら
移
住
定
住
支
援
業
務
を
㈱

シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ
ブ
サ
に
委
託
し
て
実
施

し
、移
住
者
へ
の
相
談
体
制
の
更
な
る
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
は
移
住
定
住
専
門
員
が
在

席
し
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
空
き
家
の
登
録

の
相
談
や
、町
内
へ
の
移
住
の
相
談
な
ど
に

対
応
し
ま
す
の
で
、空
き
家
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
や
、空
き
家
を
お
探
し
の
方
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
■
八
頭
町
移
住
定
住
セ
ン
タ
ー

　
　
八
頭
町
見
槻
中
1
5
4‒

2（
隼
Lab.
２
階
）

　
　☎
・
FAX 

76

－

7
8
7
8

　
　
　info.yazu.iju@

gm
ail.com

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ「
D‒

51
」
運
行
式寄贈されたD-51 と牛尾さん（右端）

　
６
月
30
日（
土
）、や
ず
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博
物

館
で
、昨
年
寄
贈
さ
れ
た
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ「
Ｄ‒

51
」の
運
行
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
運
行
を
開
始
す
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
、

牛
尾
泉
さ
ん（
鳥
取
市
）の
父
の
作
品
で
、

昨
年
６
月
に
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
式
典
終
了
後
に
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
乗
車
体

験
を
行
い
、牛
尾
さ
ん
に
最
初
の
乗
客
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。牛
尾
さ
ん
は
勢

い
よ
く
蒸
気
を
上
げ
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
眺
め

な
が
ら
、感
慨
深
そ
う
に
乗
車
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
引
き
続
き
館
内
で
展
示
さ

れ
る
と
と
も
に
、今
後
は
乗
車
体
験
に
も
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
自
転
車
鳥
取
県
大
会

八
東
小
学
校
が
優
勝
！

　
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
の
操
法

技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、第
14
回
鳥
取
県
東
部
地
区
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、６
月
17
日（
日
）

に
、若
桜
町
の
旧
若
桜
森
林
組
合
跡
地
で

開
催
さ
れ
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
船
岡
地

区
第
１
分
団
が
優
勝
し
、八
東
地
区
第
１

分
団
が
４
位
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は

役
場
分
団
が
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
八
頭
町
の
個
人
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

東
部
地
区
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
　

船
岡
地
区
第
１
分
団
優
勝
!!

個
人
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

指
揮
者
　
林
　
　
文
宏（
船
岡
第
１
分
団
）

　
〃
　
　
花
木
陽
一
郎（
八
東
第
１
分
団
）

１
番
員
　
裏
坂
　
圭
司（
船
岡
第
１
分
団
）

３
番
員
　
冨
山
　
和
昭（
船
岡
第
１
分
団
）

４
番
員
　
岡
村
　
伸
一（
船
岡
第
１
分
団
）

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

２
番
員
　
白
岩
雄
一
郎（
役
場
分
団
）

　
優
勝
し
た
船
岡
地
区
第
１
分
団
及
び
準

優
勝
し
た
役
場
分
団
は
、７
月
１
日（
日
）

に
倉
吉
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

第
64
回
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に

東
部
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
し
、ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
で
７
位
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
11
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。
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まちの話題
話題・情報は地方創生室へ
TEL 76-0213　FAX 76-0217

e メール　yazu-kouhou@town.yazu.tottori.jp

Topic of town

　

Topic of town

移
住
定
住
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
船
岡
竹
林
公
園
で
７
月
14
日（
土
）に
、テ

レ
ビ
な
ど
で
ご
活
躍
の
矢
澤
秀
成
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
、ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
育
て
る
育

種
寺
子
屋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
４
回
講
座
の
第
１
回
目
で
、世

界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｙ
ａ
ｚ
ｕ
ペ

チ
ュ
ニ
ア
を
つ
く
る
た
め
、交
配
の
作
業
を

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
交
配
し
た
ペ
チ
ュ
ニ
ア
は
、８
月

に
種
ま
き
を
し
、秋
に
は
や
ず
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博

物
館
に
植
栽
さ
れ
ま
す
。

ペ
チ
ュ
ニ
ア
の

育
種
寺
子
屋
を
開
催

　毎年８月上旬に、全国から「隼ライダー」などのバイクのライダーた
ちが八頭町を目がけて来られます。ライダーの仲間内では全国的な
知名度を有する「隼駅まつり」に参加するためです。
　隼駅まつりが開催される日にちの辺りでは、八頭町内のいたる所で
ライダーの姿を見かけます。まつりが定着しつつある今日、町内をラ
イダーたちが走る姿は夏の風物詩と言えます。
　今年で第10回を迎える隼駅まつりですが、全国のライダーたちは
その日が来るのを心待ちにしていることでしょう。

八頭町ふるさと百景 ～八頭町内を走るライダーたち～

「やずナビ」ホームページ
〈http://yazukanko.jp〉をご覧下さい。 

東部地区大会で優勝した船岡地区第１分団

センターの看板を掲げる田町長（左）と
㈱シーセブンハヤブサ古田社長（中）、

諸岡移住定住専門員（右）

八東地区第１分団

　
第
49
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
鳥
取

県
大
会
が
６
月
30
日（
土
）、三
朝
町
で
開

催
さ
れ
、八
東
小
学
校
の
児
童
８
名（
田
畑

結
渚
さ
ん
、藤
田
さ
ち
さ
ん
、飯
田
愛
和
さ

ん
、樋
引
美
菜
穂
さ
ん
、竹
内
優
貴
さ
ん
、

道
端
晴
也
さ
ん
、木
原
駿
さ
ん
、藤
田
紗
那

さ
ん
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　
団
体
の
部
で
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、Ｂ
チ
ー

ム
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。ま
た
個
人

の
部
で
も
道
端
晴
也
さ
ん
が
優
勝
、竹
内
優

貴
さ
ん
が
準
優
勝
と
非
常
に
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
Ａ
チ
ー
ム
は
、８
月
８
日

（
水
）に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
７
月
17
日（
火
）に
八
頭
町
移
住
定
住
セ

ン
タ
ー
が
、隼
Lab.
の
２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
今
年
度
か
ら
移
住
定
住
支
援
業
務
を
㈱

シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ
ブ
サ
に
委
託
し
て
実
施

し
、移
住
者
へ
の
相
談
体
制
の
更
な
る
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
は
移
住
定
住
専
門
員
が
在

席
し
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
空
き
家
の
登
録

の
相
談
や
、町
内
へ
の
移
住
の
相
談
な
ど
に

対
応
し
ま
す
の
で
、空
き
家
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
や
、空
き
家
を
お
探
し
の
方
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
■
八
頭
町
移
住
定
住
セ
ン
タ
ー

　
　
八
頭
町
見
槻
中
1
5
4‒

2（
隼
Lab.
２
階
）

　
　☎
・
FAX 

76
－

7
8
7
8

　
　
　info.yazu.iju@

gm
ail.com

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ「
D‒

51
」
運
行
式寄贈されたD-51 と牛尾さん（右端）

　
６
月
30
日（
土
）、や
ず
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博
物

館
で
、昨
年
寄
贈
さ
れ
た
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ「
Ｄ‒

51
」の
運
行
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
運
行
を
開
始
す
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
、

牛
尾
泉
さ
ん（
鳥
取
市
）の
父
の
作
品
で
、

昨
年
６
月
に
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
式
典
終
了
後
に
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
乗
車
体

験
を
行
い
、牛
尾
さ
ん
に
最
初
の
乗
客
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。牛
尾
さ
ん
は
勢

い
よ
く
蒸
気
を
上
げ
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
眺
め

な
が
ら
、感
慨
深
そ
う
に
乗
車
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
引
き
続
き
館
内
で
展
示
さ

れ
る
と
と
も
に
、今
後
は
乗
車
体
験
に
も
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
自
転
車
鳥
取
県
大
会

八
東
小
学
校
が
優
勝
！

　
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
の
操
法

技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、第
14
回
鳥
取
県
東
部
地
区
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、６
月
17
日（
日
）

に
、若
桜
町
の
旧
若
桜
森
林
組
合
跡
地
で

開
催
さ
れ
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
船
岡
地

区
第
１
分
団
が
優
勝
し
、八
東
地
区
第
１

分
団
が
４
位
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は

役
場
分
団
が
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
八
頭
町
の
個
人
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

東
部
地
区
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
　

船
岡
地
区
第
１
分
団
優
勝
!!

個
人
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

指
揮
者
　
林
　
　
文
宏（
船
岡
第
１
分
団
）

　
〃
　
　
花
木
陽
一
郎（
八
東
第
１
分
団
）

１
番
員
　
裏
坂
　
圭
司（
船
岡
第
１
分
団
）

３
番
員
　
冨
山
　
和
昭（
船
岡
第
１
分
団
）

４
番
員
　
岡
村
　
伸
一（
船
岡
第
１
分
団
）

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

２
番
員
　
白
岩
雄
一
郎（
役
場
分
団
）

　
優
勝
し
た
船
岡
地
区
第
１
分
団
及
び
準

優
勝
し
た
役
場
分
団
は
、７
月
１
日（
日
）

に
倉
吉
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

第
64
回
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に

東
部
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
し
、ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
で
７
位
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
11
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。
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さんさんバス有料広告募集

　なお、車内広告は中型バス、車外広告は10人乗り
バスとなります。

問い合わせ 企画課　☎76-0212

車両 サイズ 1日 １月

車内
B3判（横長） 100円 3,000円
A3判（横長） 80円 2,400円
B4判 50円 1,500円

車外 A3版（横長） ― 5,000円

信頼・安心の店
電化製品／修理／リフォーム

電気工事／水道トラブル／補聴器

電話 73-0273　FAX 72-1051（田中電器）
パナックたなか

問い合わせ 地方創生室　☎76-0213

広告サイズ：１枠縦4.5cm×横8.0cm
広告掲載料

掲載期間
１～３か月
４～６か月
７～12か月

月額料金
5,000円
4,500円
4,000円

広報やず有料広告募集

Information

有　料　広　告
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問い合わせ フルーツ総合センター ☎84-3870

■８月の土曜市は
　４日・１８日　９時～１１時
8月は梨の出荷が始まります。進物梨のご予約はお早めに。
お盆のお供え用の果実、地元産野菜も豊富に品揃え。
ぜひお出かけください。

8月は…
　町県民税（第2期分）
　国民健康保険税（第３期分）
　介護保険料（第３期分）
　後期高齢者医療保険料（第２期分）の納付月です

法務局電話相談

0570‒003‒110みんなの人権110番

0570‒070‒810女性の人権ホットライン
インターネットの相談窓口（24時間受付）  http://www.jinken.go.jp/

平日　午前８時30分～午後５時15分

納付期限・口座引落日は、8月31日（金）です。
納期内の納付にご協力をお願いします。

◆YAZU
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お
め
で
た

誕生日 名　前 ところ おとうさん・おかあさん

６月 7日 橋本　璃
り

愛
あ

（下門尾） 竜巳・アリス

10日小林　　 楓
かえで

（福井） 智晴・三希子

14日 加藤　律
りつ

杜
と

（上峰寺）佑介・有由美

14日 加藤　咲
さく

杜
と

（上峰寺）佑介・有由美

15日 河村　雪
ゆ

樹
き

（さくら台） 昌憲・弓恵

15日 森脇　光
みつ

葵
き

（北山） 光祐・沙樹

22日 田中蛍
けい

太
た

郎
ろう

（郡家） 基・理菜

７月 3日 谷尾謙
けん

太
た

郎
ろう

（下野） 隼人・美代子

7日 岩崎　駈
かけ

弥
や

（隼郡家） 圭亮・茜

お
く
や
み

日　付 名　前 ところ 年　齢

６月 15日 田中　春江 （万代寺）   92歳

18日 岩村　愛子 （南ヶ丘）   85歳

20日 森田　浩二 （見槻中）   72歳

20日 井上千代野 （郡家中） 105歳

21日 今嶋　　豊 （福　本）   95歳

21日 柳原善志雄 （花　原）   82歳

24日 竹内　　豊 （下徳丸）   75歳

25日 福谷　晴子 （宮　谷）   78歳

26日 小山　久子 （見槻中）   84歳

29日 石破　照枝 （郡家殿）   92歳

30日 谷本　義夫 （新　庄）   79歳

30日 幸本　節子 （皆　原）   89歳

30日 西尾　慶治 （篠　波）   84歳

30日 津村　　浩 （久能寺）   90歳

７月 1日 𠮷田　𠮷𠮷 （姫　路）   98歳

3日 川口　孝久  （門　尾）   78歳

8日 森下伸一郎 （北　山）   71歳

9日 山本　春子 （新　庄）   93歳

12日 岡垣美津枝 （稲　荷）   86歳

14日 前田　隆市 （大　江）   78歳

ひとのうごき 平成30年７月15日届出現在（敬称略）

Information

八頭町の
世帯数と人口

世帯数
総人口
　　男
　　女

今月の休場日は８月24日（金）です。
詳しくは、因幡霊場(☎0857-51-8320)へ

因幡霊場の休場日

8月の窓口業務時間延長実施日
実  施  日 毎週金曜日

（3日、10日、17日、24日、31日）
実施時間 17：15 ～ 19：00
実施場所 八頭町役場本庁舎

＊詳しくは、町民課（☎ 76-0211）または
　税務課（☎ 76-0204）にお問い合わせください。

弁護士による「なんでも相談」

日　　時 ９月21日（金） 13：30～16：00
会　　場 船岡地区公民館

問い合わせ 企画課　☎ 76-0212

　さまざま𠮷問題に弁護士が無料で法律相談
に応じます。（事前予約制・先着 5名）

巡回行政相談

日　　時 ８月25日（土） 13：30～15：30

会　　場 郡家東地区公民館

問い合わせ 企画課　☎ 76-0212

　国𠮷どの行政に関する相談はありませんか？
行政相談委員が無料で相談をお受けします。

司法書士による「無料法律相談会」

日　　時 ８月21日（火） 16：00～18：00

会　　場 鳥取県立図書館２階　小研修室

問い合わせ 鳥取県司法書士会
☎ 0857-24-7024

　相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、
多重債務𠮷ど（要予約）

総合相談（人権・行政・心配ごと）

日　　時 ８月８日（水） 13：30～16：00
会　　場 中央公民館、船岡・丹比地区公民館

問い合わせ 人権推進課　☎ 84-1228

　人権擁護委員、行政相談委員𠮷どが無料で相
談を受けます。お気軽にご相談ください。また、
電話での相談を希望される方は、人権推進課へ
ご連絡ください。相談会場にお繋ぎします。

7月 1日現在
（　　）内は前月比

6,110 世帯

17,305 人

8,362 人

8,943 人

（－ 4）

（－12）

（－ 7）

（－ 5）
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Information

広報やず　161号　　平成30年8月1日発行
URL　http://www.town.yazu.tottori.jp/

発行／ 八頭町役場　地方創生室
 〒680-0493　八頭郡八頭町郡家493番地　Tel.0858-76-0213

　セクハラ（セクシュアル・ハラスメント）に対しての認識
が広まってきた世の中ですが、セクハラとは主に女性が
被害にあうものだと思っている方も多いのではないで
しょうか。しかし、実際には同性間や女性から男性へ行わ
れるセクハラも存在しています。
　特に、女性から男性へ行われるセクハラは男らしさを
求められたり私生活を聞かれたりなど、男性が被害を相
談しても「ただの勘違いじゃないのか」と理解してもらえ
にくい現状があるようです。
　相手の意志に反して不快な思いにさせる言動や行為は
セクハラであり、性別は関係ありません。お互いを思いや
り、不快な思いをさせないよう気を付けていきたいですね。

セクハラの被害者は女性だけ？
男女共同参画啓発シリーズ○146

　因幡の白兎伝説や後醍醐天皇などの伝承が残り、パ
ワースポットとして人々をひきつける八頭町。その不思議
なロマンに包まれた八頭町を舞台に、２日限りのプレミア
ム野外レストラン「DINING OUT TOTTORI-YAZU」が、開催
されます。
　鳥取市出身でイタリアのミラノでレストランを経営し、今
世界的に注目を浴びる徳吉洋二シェフが、鳥取県・八頭町
の食材をふんだんに使用したイタリア料理を披露します。
　参加者はJTBを通して全国から募集されます。
　９月８日・９日は全国からの参加者を乗せて、20台のレ
クサスが町内を走行することになりますので、ご迷惑をお
かけしますがご協力をお願いします。

「Ristorante TOKUYOSHI」オーナー
シェフ。鳥取県出身。
ミラノで「Ristorante TOKUYOSHI」を
開業。オープンからわずか10か月でイ
タリア日本人初のミシュラン一つ星を
獲得し、今、最も注目されているシェフ
のひとりである。

開 催 日 ９月８日（土）・９日（日） 

オフィシャルパートナー LEXUS、ヱビスビール
オフィシャルサポーター 鳥取県、八頭町

場　　所
出　　演

八頭町内

問い合わせ 八頭町企画課　☎ 76-0212
「DINING OUT TOTTORI-YAZU」の様子はBS
ジャパン及び、八頭町ケーブルテレビでも放送
する予定です。
BS-ジャパン「奇跡の晩餐」９月下旬放送予定

シェフ：徳吉　洋二

1952年生まれ。イエール大学で日本
学を専攻。東洋文化研究家、作家。現
在は京都・亀岡の矢田天満宮境内に
移築された400年前の尼寺を改修して
住居とし、そこを拠点に活躍。

ホスト：アレックス・カー
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